


はじめに

県東北部における技術支援拠点として東北部工業技術センターが発足してから3

年が経過し､新しい組織としての基盤も整って､地域企業への支援業務も充実して

まいりましたo　さらに､平成12年度からはグループ制の導入を行って長浜の技術

支援拠点を繊維･有機環境材料担当に､彦根の技術支援拠点を機械電子･金属材料

担当に改め､より質の高い技循支援業務を目指しています｡

近年の企業を取り巻く環境は急激に変化し､画一的な量産システムが有効な時代

から創造性や研究開発が重要な時代になってきました｡とくに､製品の差別化･多

様化や生活習慣の成熟化などにより､消費ニーズは高度化･細分化されてきており､

機動性と柔軟性を兼ね備えた企業活動が求められていますo

このような状況の中で､地域産業の技術力の向上を支援するとともに､創造性高

い技術開発力の育成や中小･ベンチャー企業の新規事業への取り組み等を効果的に

技術支援していくことが産業政策上重要な課題であります｡当センターでは試験や

相談業務をはじめ､研究開発や技術交流等の事業をとおして､このような地域企業

の技術的な課題に迅速･的確にお応えできるよう努めております｡

本報告は､平成1 1年度に行った事業について収録したものです｡

当センターの事業内容についてご高覧を賜り､関係各位が地域産業の技術力向上

のためご活用くださるようお願い申し上げます｡

平成12年10月

滋賀県東北部工業技術センター

所　長　　大　音　　真
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1.概要

1. 1　所在地

○滋賀県東北部工業技術センター
管理課･技術第-科･-滋賀県長浜市三ツ矢元町27-39

技術第二科---･--滋賀県彦根市岡町52

能登川支所-----滋賀県神崎郡能登川町神郷1076-1

高島支所------･滋賀県高島郡新旭町新庄487-1

1. 2　沿　　革

〒526-0024　TEL 0749-62-1492

FA‡ 0749-62-1450

〒522-0037　TEL 0749-22-2325

FA‡ 0749-26-1779

〒521-1213　TEL 0748-42-0017

FA‡ 0748-42-6983

〒520-1522　TEL 0740-25-2143

TEL 0740-25-3799

平成　9年4月　滋賀県繊維工業指導所､滋賀県立機械金属工業指導所を統合し､滋賀県東北部工
業技術センターとして発足o

平成1 0年4月　旧指導係および研究開発係を廃止し､技術第一科に繊維･デザイン係および有機
環境材料係を､技術第二科に機械電子係および金属材料係を設置｡

付記
○滋賀県繊維工業指導所
明治4 4年4月　滋賀県立長浜､能登川工業試験場をそれぞれ設立o
大正　4年4月　長浜､能登川南場を合併し､滋賀県工業試験場とし､能登川に本場を置き長浜

を分場とする｡
大正　8年4月　滋賀県能登川､長浜工業試験場の二場とする｡
昭和1 1年4月　能登川工業試験場高島分場を設置｡

昭和1 6年4月　能登川工業試験場を滋賀県染織共同加工指導所と改称､高島分場廃止｡
昭和1 8年10月　長浜工業試験場を滋賀県工業試験場と改称､染織共同加工指導所内に併設｡
昭和1 9年3月　染織共同加工指導所を廃止｡
昭和2 1年4月　滋賀県立長浜､能登川両工業試験場をそれぞれ設立｡
昭和2 7年4月　能登川工業試験場と長浜工業試験場とを合併し､滋賀県立繊維工業試験場を設

置｡

昭和3 0年9月　滋賀県立能登川､長浜繊維工業試験場の二場とする｡
昭和3 2年4月　長浜､能登川両試験場を廃止し､滋賀県繊維工業指導所を設置o

長浜に本所を､能登川と高島にそれぞれ支所を置くo
昭和36年3月
昭和40年4月
昭和42年3月
昭和43年9月

昭和47年3月

昭和48年3月
昭和55年3月

昭和58年3月
昭和59年5月

高島支所新築｡
能登川支所に繊維開放試験室併設｡
高島支所移転新築｡繊維開放試験室併設｡
能登川支所図案室増築｡
長浜本所庁舎新築および所長職員公舎改築｡
長浜本所に繊維および染色仕上加工実験棟新築｡
本所に繊維開放試験室新築｡
能登川支所移転新築､デザイン開放試験室併設｡
高島支所増改築､計測管理開放試験室併設｡

○滋賀県立機械金属工業指導所
昭和2 1年4月　長浜市に県立長浜工業試験場を設置､機械､繊維の2部制とする｡
昭和2 7年4月　工業試験場を機械部門と繊維部門に分割し､機械部は滋賀県立機械金属工業指

導所と称す｡
昭和3 4年4月　本指導所の整備計画ならびに彦根市に移築を決定
昭和3 5年10月　庁舎竣工新庁舎にて業務を開始(現別館)

昭和38年3月　実験研究棟を増築
昭和43年1月　同上2階実験研究室を増築
昭和49年10月　本館　竣工

昭和6 2年12月　バルブ性能試験装置を設置
昭和6 3年4月　滋賀バルブ協同組合が庁舎に移転
平成　2年3月　高性能バルブ開発実験棟を増築
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1. 3　規　模

○管理課･技術第-料

◆本館(鉄茄コンクリート造2階建)

693.50mB

◆公舎･宿舎(プレハブ造2階建)

2戸103.26m2

◆実験棟(鉄扇コンクリート造平屋建)

872.04Ⅱf

◆繊維開放試験室(鉄骨ブロック造平屋建)
319.70mz

◆ボイラー室(鉄鉱コンクリート造平屋建)

38.55Ⅰぜ

◆その他付属建物　　　　　　　　216.06mg

◆敷地　　　　　　　　　　　4,613.53m&

○能登川支所

◆本館(鉄茄コンクリート造平屋建)

360. 70Ⅱ昔

◆その他付属建物　　　　　　　　38. 40m2

◆敷地　　　　　　　　　　　1,536.47Ⅰゴ

1. 4　組織および業務分担

○高島支所

◆本館(鉄崩コンクリート造2階建)
303.00mz

◆繊維開放試験室(鉄骨ブロック造平屋建)
193.78m2

◆その他付属建物　　　　　　　　　　28. 20rnz

◆敷地　　　　　　　　　　　　1,150.13mB

O技術第二科

◆本館(鉄芯コンクT)-ト三階建)　1,017.96m2

◆実験棟1 (鉄筋コンクリート補強ブロック

平屋建)　　　　　　　　　562.53m2

◆実験棟2 (鉄鉱コンクリート補強ブロック

◆その他

◆敷地

一部二階建)　　　　　　670.96m2

185.93m2

3,400.69m2
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1. 5　職員構成

所　長(兼･新産業振興課)

次　長(管理課長事務取扱)

参　事(兼･新産業振興課)

参　事(兼･新産業振興課)

○管理課

課　長(事務取扱)(本･次長)

副課長　　　　　　　　(事　務)

主　事

○技術第-料

科　長(兼･消費生活センター) (繊　維)

◇繊維･デザイン係

専門員兼係長　　　　　(繊　維)

主任技師(繊維)

技　　師

(兼) (本･能登川支所主任技師)

◇有機環境材料係

係　長　　　　　　　(化　学)

技　　師(化学)

(兼) (本･高島支所主任技師)

○技術第二科

科　長(兼･消費生活センター)

◇機械電子係

専門員兼係長

主　査

◇金属材料係

専門員兼係長

副係長

主　査

○能登川支所

支所長

主　査

(兼･工業技術総合センター)

○高島支所

支所長

専門員

柳機
ht一川U

仙　.=]い抑止　1. 23;jト㌧

(機　械)

(化　学)

(機　械)

主任技師(金属)

(繊　維)

(繊　維)

主任技師(デサ'､イン)

(繊　維)

(繊　維)

主任技師(繊維)
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脅　田　雄　介

治真義芳　　明村音口川大村

治子夫芳敏教村倉石川小大

塵　取　善　毒

夫肇子理　　　l　之宏貞　幸麻　　　栄博泰川宅　谷　　川坂村中三岡小　　　宮脇谷

西　内　虞　志

生淳明雅　宏崎井西川楼大

司幸一夫英弘栄敏口部上樋阿井所

行和理泰重麻永下谷福山小

義己宏忠克泰村田村木吉谷



1. 6　主要設備機器

(1 )技術第一科

品　　　　　　　名 規　格　･　型　式

赤外検索支援システム

万能材料試験機用プラスチック試験治具

超純水製造装置

高分子重合装置

混合ガス透過率測定装置

プラスチック成形システム

エネルギー分散分析装置付走査電子顕微鏡

液休クロマトグラフ

自動全NP測定システム

CHN分析装置

デザイン創作支援システム

全有機体炭素計

恒温恒温器

多色回転ポット染色機

微少赤外分析装置

織物摩擦係数測定試験機

万能抗張力試験機

湿式紡糸機

デジタルマイクロスコープ

紫外線可視分光光時計

三次元シポ解析システム

動的接触角測定装置

中小企業技術支援情報ネットワークシステム

RES-FBシステム用データ処理装置

引張り･せん断試験機

ハンデ-圧縮試験機

全自動平面テストプレス機

熟分析装置

紫外線オートフェードメータ

レーザ外径測定器

純曲げ試験機

ダイレクトジャカード

ワインダー

一工程撚糸機

張力測定装置

テラターン自動速染機

自動管巻機

織物摩耗試験機

片レピア織機

絹織機

縮緬防鯨加工機

発泡機

㈱島津製作所

インストロンジャパンCo‥Ltd

日本ミリポア㈱ EQ6-5SVOC

東京理化器械㈱

ジーエルサイエンス㈱　GPM-250

㈱東洋精機製作所　ラ示す70ラストミル100MR3

㈱日立製作所S-3000Ⅳ

㈱日立製作所　Lachrom

プランルーペ㈱　T-NT-P AutoAnalyzer

ヤナコ分析工業㈱　CHNコーダtL HT-6型

アップルコンピュータ㈱　Poyer Mac G3

㈱島津製作所　TOC-5000A

タバイエスペック㈱　PR-3KP

辻井染機工業㈱　ラホ寸マスター　LHD

㈱島津製作所　FTIR-8300

カト-テック㈱　KES-FB4

インストロンジャパンCo‥Ltd　5569

ユニチカ設備技術㈱製

㈱キーエンス　VH-6200

㈱島津製作所　UV-1600Ⅰ)C

㈱マツオ　マーキュリーJ型

CAIIN製　DCA-322型

ネットワーク接続サーバー､技術相談端末

カト-テック㈱

カト-テック㈱　EES-FBI

カトーテック㈱　KES-G5

不二化エ㈱　BCG3-HFli-E

理学電機㈱　TAS-200システム

スガ試験機㈱　FAL-AU

キーエンス㈱　LS-3034

カトーテック㈱　KES-]柑2

佐和染織工芸㈱

神津製作所　SSP

試作機　8sp

日本電気三栄㈱　6GOl

寺川エンジニアリング　TET-D500

池口式　C3デュアリンク+方式　6錘

㈱大栄科学精器製作所　カストム式

津田駒㈱　ERレピアル-ム緯糸選択6色

ⅣS-5型　4X4

市金工業㈱　PCゾヅカー　高圧染色釜

S-1001

軸生新補助

日本自厨紳会搬

中小企新舶

中小企新舶

中小企農相助

申l腫折補助

日舶転車閉会舶

軸企新肋

和企野馳

中畑農庁揺助

中小企新舶

中小企斯舶

中小企菓庁補助

坤企折補助

中小企美庁搬

紳企業庁舶

町企芙庁舶

中小企票庁舶

中小企軒掛

軸企軒舶

軸企新縦

軸企軒榔
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品名 亢ｸｦ定ﾅ韭��紳輔 儖Xﾖﾂ�

サンプル整経機 ユニバーサルサイサー 冲2�5�5�4ﾈ8�7��ｸut�2ﾓ59:ﾙYﾓ��X蒭ｦ��昭榊;2 �(h抦ｮ仂i*�IR�

㈱柿木製作所KHS型 田"�中小企新書軸 

ドピコンシステム �4�4�8兩9���斡�ﾔ鮎hx｣#���u2�62 ��ﾈｮ��*�L��(h抦ｮ倡ｩL��

力織機 �ｨ4x6ｸ4x5�ﾆ綴�ﾅ緜f6ﾒ�61 

熱物性測定装置 處ﾘ6rﾘ6X6(4閂､ｴU2ﾔcr�60 

スぺクトロカロリーメータ �?ｩgｹ6I�hx･5｢ﾘyC��ﾅ��59 

高速ビデオ装置 �6�6(4閂､�5bﾓ#���59 �(h抦ｮ倡ｩY�R�

防炎試験装置 �ｩ�X毎怦ｧy�旭ﾙ�ｸﾞﾈ�8�6(5�8ｹJｨvH6x��59 ��ﾈｮ儖ﾉ*�$��

糸むら試験機 �684x8ｸ7�4ｲﾘ4X5�5��ｹ�h鏈w��56 �(h抦ｮ俤�*�IR��8ｮ凅9*�ｨ"�

絹用広幅織機 �,968ｾ閂､ｴ霰��ihx6�78�ｹWB�55 

自動単糸義仲度試験機 �684x8ｸ7�4ｲﾘ4X5�5��ｸ6X985ﾈ7ﾘ6(6s$��シｶr�55 

反転式染色機 宙屍��:�j�5U2ﾓ3�HｦyWｨ�WｩYﾓS�萪�52 �(h抦ｮ��i�r�

熱風乾燥機 �-(鯖�Xｴ�ﾔ鮎hx､ﾔふHﾅ�:ﾙYﾓCH萪�48 �(h抦ｮ仂i*�IR�

熱処理機 �-(鯖�Xｴ�ﾔ鮎hx･�Bﾓ�ﾅ��48 �(h抦ｮ倡ｩ^(��

デニコン �靠Y�慰�､D2ﾓ$8ﾅ��48 冲ﾘｮ��iIR�

絹用自動織機 �,968ｾ閂･�闇驅ﾉ�CI)ｨ-�*�*ｸｽ�cX萪�47 �(h抦ｮ倡ｩZ��

ウェザーメータ- �8ﾉvﾙyﾘ嶌ﾔ鮎hxｨ*坪7ｨ5H984��ｸ4�9XﾏR�44 

(2)技術第二科

品名 亢ｸｦ定ﾅ韭��設置年度 儖Xﾖﾂ�

微小硬さ試験機 �ｨ4�4ｨ5d�ﾓ�3r�平成11 �(iJ厩y*�IR�

静ひずみ測定装置 �ｨｺI��6HｼeT4�ふs��ﾕ6ﾂ�ll �(h抦ｮ侈ﾉ'��

精密万能材料試験機 �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�4��ｸ6x4�8�7D�rﾓ#S�ｴ舩�C��ll �?ｩgｸ齷5ﾘ�)v�檍詹�｢�
~超低温恒温恒湿器 �5�6�484x5�7�6(4閂･�4ﾂﾓDｵ�亜ﾉ�(ﾅ��ll �(h抦ｮ��iIR�

高圧ポンプ �7ﾘ8ｸ8H7ﾘ4x4�5ｨ8ｸx､�s3S���縒綉ｵx淤�(ﾅ��ll ���ｮ仂i*�IR�(h抦品*�^(��

-.-振動測定装置 比T8蓼毎x｣敗3��%5r�ll 

放電加工機 �7h8�5Rﾘﾔ鮎hx､�2ﾓ3���10 

エネルギー分散形蛍光又線元素分析装置 �?ｩgｹ6H��x､･5ふ3##��10 俯(ｮ俛Yw怨ﾒ�

･CAE解析システム �5H486�6ﾈ6(6x5h5�6X8�x､��5�:D2ﾔﾔ�B�10 ��韭�5ﾘ鋹Nｨ檠IR�

原子間力顕微鏡 �5ｨ485(�ｸ48985�688ｸ8�986xx･5�uBﾓ3�����10 �?ｩIY5ﾘ鋹G(檍ｪ��

一一ガスクロマトグラフ質量分析装置 �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�t4ﾕ2ﾕ��S�S���10 �?ｩgｸ齷5ﾘ�(ｻｹeYwﾒ�

ⅠCP分析装置データ処理装置 �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�$Rﾓ�JE�6tｦﾂ�9 �?ｩ�韭�5ﾘ鋹G(檠$��(h抦ｮ儷ｹ*�$��

メカニカルアロイング装置 �ｸ嫌:��ｸﾞﾈ�ﾅ�ﾓDﾔ��9 

自動研磨装置 �8�62�7(8X�ｸ8倆�7H4h6ｨ6(4�5イ�����(48986�)�����9 

高速試料切断機 �8ygｹ58ﾔ�･4ﾔ縱�42�9 

超小型軽量CCD顕微鏡 �ｨ8(8ｨ6X6(4�5��uD4�44��Y���*｢�9 

_制御系設計支援システム 彦�ﾖ�F㍑f�&ｶ�uF�2舮�Dﾄ�"�9�ﾅTﾄ比ｲ�9 

表面粗さ測定器 �ｨ抦ﾞ(ﾊHｸh�4S3S���9 

画像伝送装置 �4�8�8ｨ4�98x､･ふC���I�ﾂ�9 懲ﾅ�ｮ仂i*�L��

CNC三次元測定機 �ｨ7�686x8�'&没⑤%%C����8 �?ｩgｸ邵鋹Eｸ檠L��

顕微鏡ビデオファイリングシステム �ｨ6ｨ5(98ﾔ④�x*疋ﾔS#���8 
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～_i i--! ;:i -と1- 十l ･専一一 I(;; ▲-【 I.隼~. :g Ll.k-L. .友一L ､一.: クf_ ㌢｣≡- 甘T~: を:: 悩V冖ﾈｴｸｦ定ﾅ韭霍)7碓Xﾖﾉ�ﾒ襄�ｹﾒ�劔品名 亢ｸｦ定ﾅ韭��ﾙ'X霻�儖Xﾖﾂ�

3成分切削力計測機器キスラー㈱9121平成8 劔凭)Dﾘ�Xﾈ(韋ﾋ�ｴ��タバイエスペックTSR-63型抑59 剪�博美庁離 

デジタルトルクレンチテスタ㈱東日製作所3600DOTE8ri 劔�7ﾉzxﾅ霎��靈�Oxｻ��㈱ニコンEPⅠPHO7㌧TME59 剪�錘z舶 

中小企業技術支援情報ネットワークシステム7 劔(h抦ｮ倡ｩITS�gｸ齟�侏�Oxｻ韋驅�ﾉ�ﾉ�Y'X耳��ビューラ-社59 剞¥柏斯鮎 ヨ本自転軸興会鵬 

放電プラズマ焼結機 偖ｩti��%俎ｨｼhx･5�2ﾓ��3��ぐJJl 7転車納会勅.∴~て 劍4�5h8ﾘ5�5(�ｸ7b�菊水電子工業㈱COS-5060 鉄��

オ-トグラフ用油圧定位置くさび式つかみ具島津W=225L=398/412 �7 劔Ox抦ﾖI7杏b�㈱明石製作所MVK-Eシステム58 

流動層オーステンパ熱処理システム �8ﾈ8ﾈ4x985x6ｨ4�B�984�､�2ﾓ�C#��6∃摘醐会搬:三二11 劍抦ﾅ�+I.�孰ﾕ�孰ｮﾒ�タバイエスペック㈱MC-71型58 剴勛贒]車桝会拙. 

CAE解析システムⅩ端末日本電産機㈱Globa1ⅩP6.二~; :.I 劔負�ﾈ7ﾘ484�8ﾘ4�6�8�485X�ｲ�㈱島津製作所EPM-810158巳本自転草餅会船 

流体解析CAEシステムソフトFLUENT社FLUENTVer.4.256 劔俘(�Fx7h8�5�7ﾙZｩ�ﾙ�Y'R�㈱島津製作所ICPV-10GO型 鉄r�日本自転車鯛会舶 ��

CAE解析システム日本サンマイクロシステム㈱SPARC20モデル506 劍8辻ﾘﾔｲ�ﾒｲ��6I:�786(4｢ﾘ5椅I7杏b�㈱明石製作所AVK-A型56 剴咜ｾ自転車緋会搬 

めつき厚さ測定器㈱中央製作所TH-10P6 劔一 �7h8ｨ6ﾈ8ｸﾖH+8韋ﾋ�ｴ��㈱島津製作所最大荷重3,000Kg 鉄b�ヨ稲転串納会齢 

ロジックアナライザー岩崎通信機㈱SL41226三… 炭素硫黄同時定量装置LECO社CS-4445鉢自転軸襲会舶二罠i 劔�*�+h.栄��8韋ﾋ�ｴ��78987ｨ�ｸ8ｹ%I&ﾘｮﾒ�5x4h6(6x4x8ﾒﾘ5x8x98韋ﾋ�ｴ��ZｨﾏXﾏY7杏b�5h888ｸ78�ｸ�Xﾈ(韋ﾋ�ｴ����8��ｸ5��ｲ�齷:饉ﾘﾗHﾅ陋y7斡ﾉ�ﾇb�㈱京都試作研究所55 蔓墓室妻童童欝35553g 千野製作所EK100-06日3 剋ｲ企新縦 軸企芙庁勧 頼企業庁撤 白銅転車納会舶1 紳企業庁敵 

パルプ流体解析グリッドジェネレータシステム米国コントロールデータ社ⅠCEM/CFD5日舶転車納会搬 劔蔓 ~ノ竜 

ヲ誓,hL竺業三言ム呈歪芸l完孟テsjL竺70ti′＼-oi5日-会舶 笑覧完去芸票;=ニ;L3ンシステム警ミニ三7"ETh8慧ⅠELD_VⅠEWVer.,.2i4/:葛. 

摩擦摩耗試験機㈱オリエンテックEFM-Ⅲ-EⅣ4 剳�｢ﾈ��ｲ�ﾓ｣ｨﾝ���,�*(+h/�|ｩ�ｩ.��Y'R�十∴∴∴手 剋ｲ企新舶 
強度解析システムEMRC社NⅠSAⅠⅠ3錆姫車納会勧 劔て潟 �.�6H見6H��Zｩ�ﾙ�Y'R�剞試ｩ転車納会舶 ��

アナライジングレコーダ横河電気㈱AB3200型 �3日本自転軸輿会紬 �/Jt宇 �4x8ﾈ7ﾙ6Hｴ9��剴坙{自転車緋会舶 ��

.専門度円筒形状測定器㈱小坂製作所EC-307B �3日木賊車嗣会舶_毒 劔8y,9iﾉEﾈ韋ﾋ�ｴ��儕Ij..企斯搬 

喜蓋冨蓋蓋計警貢…警喜≡曇cqh3 ビデオカメラ松下電器NV-M900L2 剪��4��ｸ6x5(8ｨ8��ｸ5��ｲ�6h5x7ﾘ484�8ﾒ�4ｨ6(6r�4�7B���ｹ窺R��7h8ﾘ5x4h4�5h8x984�7h6�8��ｸ5��ｲ�iﾉEﾈ7H8�485窺R�+HﾖHﾔ粟�Ih�MR��儁R�iﾉEﾈﾋ�Oy�ｩ.旭ﾒ�7X8ﾘ6(4�5��ｸ5r�買三三曇顕微鏡STMi…556 カールツァイスイエナ社吋OD20/20i44 日立精機MS型U43 アサヒダイヤモンド工業SDG型43 大阪工作所360耶-Ⅹ型42 三井精機MLD100039 津上PTWA級39 剌ﾉ自転軸輿会舶 中小企業庁搬 日本派車納会舶】 日本自転車節会舶 中小企新搬 日本∃転車紳会舶 日本紙車納会舶 日本自転車排会舶 日本自転車納会舶 r 

精密万能投影機㈱ニコンV-12A2 劔++■l 

純水製造装置島津理化器械㈱SWAC-5002_透 

ドラフトチャンバー �ｨ5�8ｸ6x94FdﾃR�2,-.>-, 

溶存酸素計 �6Hｴ8嶌ｧxﾇhｮﾘx､D�ﾓC����7�+�｢�

水中マイクロホンB&Ⅹ社81032 バブ…ニ∴.ヰ 劔- 

ヽル設計CAl)/CA打ンスTム 振動蛋音解析装置 摩兼毛テスタ- ���ｼhﾇ胃���$����蓼蔕��ｮﾈ･xｮﾈｮﾈ��ﾇﾈﾇﾈﾇﾈﾇﾇ齏ｧ��剪�2僞ﾉ6��ﾈ辷��V冖ﾈｴｸｦ定ﾅ韭鞁�OXﾖﾃ��

三三書芸≡芸芸霊宝(実流量)貰芸芸≡萎…芸…慧i粧6::3棚 劔::頚 ･襟 
NC自動プログラミング装置SYSTEHPHODELGー61 劍�r�xｨｮ倡ｩ^(�揀ｲ���ｩ�x褸嶌韋ﾋ��Y'Xxｨｷｹgｹ�ｸﾞﾈ��ｴ4�Bﾓ9[ﾙ�ﾃ���(ｮ��iIR�

横型マシニングセンタHC400-4061 剩UﾘﾜI/凛2�兢ｹ�h6h�ｸ5�8�487X8�8ｨ�ｸ5h5�6X8��サドラースへ0クトルデータへ+-ス 唐� 

電子天秤 �6�8x4X6�8�985�ｨ�ふ�c�c��� ��i�Y�IZ因�ﾙw�7h8ｨ986x5h5�6X8�4ﾈ8H6ﾘ98x｣r�壓捶�w��ﾉ*9�ｩ.��Y'T腟8蓼毎x｣b�剪�l新搬 ��

光学式変位測定器 �8ｨ�ｸ6�6Hｴ���ﾓ������ﾓ�����61 刪齠�.-I 

警完芸芸炉;075:DS4.≡5LF,"-36日Z…慧r 劔�7�4�8ﾘ6x�ｸ8��uﾒﾗ&�冽���沙�ｩ.��Y'R�盟和商事㈱耶60i6 ㈱理学平成6 剽M企新手踊 軸仝新船 

浸漬乾湿複合サイクル試験機 �5�4ｸ韋ﾋ�ｴ�ErﾗTBﾓ3c��俑9�i�iIR�:-.lS 侏�Ox7H�ｸ8ｨ4y¥�y�H､�ｨﾏXﾏY7杏i?ｩgｹZｨﾏXx､eBﾔ･#Y*ﾈｮ侈ﾉIR�

全自動分極測定装置北斗電工HZ-1A �60 ��ﾆﾉ���iL�� �ﾙ�ﾈ7ﾘ484�8ﾘ4�6�8�485H抦自WI�hﾛ�6H��ﾋ�Oxｻ�?ｩgｹ6H��x､･4ﾒﾓSC��ﾅb�迭�中畑斯楕既 

検力器負荷式応力腐食試験機 �8ﾈｹ鞅Hｴ�s�8ｸ�ｸ7H8ｨ984�.(ﾅ緜��俑8ｮ仂i*�L�� ��

-璽『■『■■■■■■■■---.璽■■ 劔��
-A.I-i-- 

-6-:､jT,,, 嘘r__.亡 +++ .毛こ, 劔蔦rﾒ�



▲1 -T:ち ■.. _},1′ 賢さ 一冬_: 車.■ミ 警iL二三: ㌻I.: ~寅三三 FJ_古 +-+ 溢FL享 -よこ/. ･■ 掛 +l ;..見; 一献i 儼冖ﾈｴｸｦ定ﾅ韭��ﾘｫ)7碓Xﾖﾂ�5h5�6X8�ﾋ�Oxｻ��Y'Xxｨ6ｨ5(98uﾓ$bﾕT$CR��hﾜｩ�ｩ�h5h5�6X8��hﾜｩ�hﾛxﾇd5"ﾓ#��B���7��ｩ.斡�願ﾏY�慰�ｨ5H44D2ﾖﾆﾄ�B�6X4ﾈ5�5�488ｸ6h5X48985h5�6X8�蕀T�4x985x6ｨ4�8ｨ984�"ﾓCS�蟀(i4X惓*�Y�&��劔+_ 表 -:i;_ ■:+ -守 ~等 fJ �ｲ�rﾃｲ�"鞋�?ﾈﾜ頽��"��ﾜ�?ﾂほLｨ檍ﾇb��怏m｢�uﾈ螽ｧｨ�?ﾈﾜ�｢�

カラーインクジェットプリンタ三洋電機㈱CJ5700Aフt 万能抗張力試験機㈱島津製作所AGS-500FJC 耐光試験機スガ試験機㈱FAL-5万-ホ◆ンアーク燈光抑63 劔刳ｼ項目節 使用料及び手妙ー8,000,0008,573,420 

自動検撚機S-ⅠⅠ型試長25皿55 自記分光光度計日立製作所㈱340型52 (4)高島支所 劔剋g用料商工使用料東北部工業技術センター3,000,0003,290,760 手数料商工手数料東北盟正業技術センター試挨5,000,0005,282,660 財産収入財産運用収入財産貸付収入県公舎054,000 

JL/辛 ¶′r7p:～ 言_～ J三､l-.■ 鼓∴ =毛.7 3TI.1.: 訂≡ 雛 L77=† ≦謂 丁字栄 .--qy L｢~】ミ ち.L叫 TJf.: 料 草莞喜 ■-≡諾∃ 旨弓 .堤 rl?.i + `A=こ.､ま JrJ ポ■L :-,較 慕_=… 一芸._,1 酢 I,{_ ･ヨて~:- iT<? Z与≡: ri..- よこ 主F- _4' ･j-≡ ��品名 亢ｸｦ定ﾅ韭��ﾙ'YD�7��備考 幡ｦ��ﾓ｢ﾓ�B�ｲ�ｦ��傚H�?ﾈ艙?ﾈ椹�ﾈｵｨ��4�6�6穩x+�ｷﾈ酲;�3sRﾃ���C#�ﾃ�����I?ﾃ�cS"�

生物顕微鏡システム �ｨ6ｨ5(984x4�8ｨ7F�5Тc��4�RﾓI[ﾙ�ﾃ��中小企斯舶 中小企業庁搬 軒企新舶 柚企業庁搬 軸企新婚肋 

糸むら試験機 リング撚糸機 一本糊付け機 全自動サンプル整経機 自動単糸義仲度試験機 透湿試験装置 コールタ-.カウンター装置 試験用洗濯機(ワッシャ一法) 織物通気度試験機(フラジール型) 丼y¥册蔦D&bﾓ2s��3�)Hxx｣8ﾅ�?｢�Bﾄ��靈��3�2ﾄ�3蔦"ﾓ�ﾇﾈ6X985ﾈ8�7��ｸ686�9?｢��^h��Y泳���9�f狽�4ｨ6rﾘ6X6(4閂､ｴU2ﾔ蜥ﾓ�B�xｩ8y,9�ｸﾞﾈ��rﾓ��DCB�劍ﾘxﾇcづ3sRﾃ���津�Cづ�s&��"�(ﾜ頽�自Lｨ檍ﾇb��怏m｢�ｫﾆ俘�mｩ��ﾈ螽ｧｨ辷�ﾜ�｢�

ガロ圧ろ過試験機 糸ねじり､交差トルク試験機 万能抗張力試験機 剋ｲ企野馳 劔�ﾙk�N��"ﾃ田C�"ﾃ田B�

軸企芙庁権助 和企業硝助 劔�ﾙk�ｬyyﾙN�"ﾃ田C�"ﾃ田B�

全自動糸番手測定装置 全自動検撚機 透過性試験機 ドピー電子制御装置 儻�8yf���x､�D･D$�ﾈ齷:隰x鏐ﾏ�ｫy�Y'YWCB�W�8yf���x･D2ﾓS�齷:��ｸ鏐ﾏ�ｫy�Y'YWC2�4ｨ6rﾘ6X6(4閂､ｴU86t%t�2��)68�TD2ﾓ#���"�劔�ﾈ馼ｬyyﾙN�"ﾃ田C�"ﾃ田B�

旅費92,96492,964 ･.I)L/■. 

織物引張試験機 新商品開発システム機器 コンビネーション意匠撚糸機 �ｩ�X毎怦ｧy�旭ﾙ�ｸﾞﾈ�ｴrﾓ3��ssｲ���凭ﾃｹ�8ﾋ羣9(蓼ﾇﾈ蔬$%E5ふC��ﾉ'ytR�劍ⅸﾔ丑��s"ﾃSC"ﾃ�#C�s�ﾃ3��ﾃcC��ⅸﾔ鮎iN�ﾃピ2ﾃ�#CBﾃピ2ﾃ�#B�

走査電子顕微鏡 多色広巾織機 劔��"ﾘﾔ鮎i�XｻｹN�ﾃピ2ﾃ�#CBﾃピ2ﾃ�#B�

撚りセット機 テンションメータ- 糸抱合力試験機 ��霑8�7ｸ488��ｸ4ﾈ885�4簽sSS��$��43�?､ﾄH��#���%版C��ゴ��Vy68�S��帥企菜庁離 紳企斯搬 中小企斯搬 劔_��N�"ﾃ�3Rﾃ���"ﾃ�3Rﾃ����{yN��ﾃCC津�イ�ﾃCC津�ィ�

万能抗張力試験機.㈱島津製作所DSS-50051坤企斯舶 -8- 劔假冽�N�づ���Sづ����o�k�N�3�ﾃ���3�ﾃ����綴綴奉��ﾊｸ爾ﾒ簫ﾖ蔦ﾒ�ｿゴﾒﾓ｢ﾙ?�耳4�耳自X�%8ｾ�^(�*�.h-�ﾏ�WHｾ�C��ﾃcC�C��ﾃcC��忙B踪6ｨ�ｲ�5ﾒﾃﾖ謄｢ﾒﾈ甁�Oｨｪﾓﾒ苒ﾕ��辻�ﾒ�,s｣ｲﾕ����鉅�ﾂ�
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款 ��ﾇｲﾒ�剽¥算額 倡因�ﾘｧ｢�選.ハEiエ'"己又席 劔劔|ﾒ�項 冉��EP 剪�i ..義3.1依頼試験 

中小企業費 �� ��crﾃcc津����166,507,825 
∴顛 _､貰き 

東北部工業技術センター費 ��167,669,000 ��cbﾃS�rﾃ�#R� ��ｲ�wh爾�+3��,b�? i. 兀H���!区分 劔依頼件数 �%�見kﾂ� 
技術第-料 能登川支所 高島支所 鉄���分析試験 J �.��ｹZｩ�ﾒ�唐�成分 

報酬 迭ﾃ#3づ����5,209,970 勍-.デ I.早 二ヨ 一 ~義 義 剴S�"��.榎ｩZｩ�ﾒ���佐騁ﾈｴ��ﾉZ｢��田b�成分 

601 剋�ｨ性試験 �280 佇��

共済費 都�2ﾃ����791,147 602 剳z物性試験 �352.件 

603 剋繒k率試験 �115 倩驅��

賃金 涛bﾃ����0 604 剔@維鑑定 �34 ��ﾉZ｢�

報償費 塔sBﾃ����721,600 劔田�R����査ﾚﾉw�zb���b�成分 
606 剞D物分解設計 涛等gｸ決屬�12 佇��

旅費 �2ﾃc3づ����3,367,100 劔田�r��1000本以上 ��秤 

608 剏ｰ微鏡写真撮影 �9 倩驅��

需用費 �3Rﾃc��ﾃ���3RﾃS湯ﾃ����� 701 ��Y�h韋ﾋ��｢�染色.仕上試験 �2 倩驅�ﾘ�m｢�

702 剞�F堅牢度試験 �178 倩驅�ﾘ�m｢�

役務費 ��rﾃ�ィﾃ����16,769,142 � 703 � �,x���20 倬隴B�

委託料 湯ﾃscbﾃ����9,765,873 劔田S��図案調整 剴��件 メ- 剴sS��試料調整 俔�孰ﾕ��ｴ�,�.h.�+)���迭�試料.時間 

使用料及び賃借料 ��モﾃ����160,540 劔都S"����8韋ﾋ�ｴ�,�.h.�+)�����試料.時間 

801成績書の複本. 802証明書 劍a文 冓件 

原材料費 鼎#�ﾃ����420,000 � 英文 � 佇��

850 ��ﾉ����,ﾈ��[hﾞﾉ�ﾂ��1 ���

備品購入費 涛2ﾃ�cづ����93,027,915 � 小計 剴�ﾃ�俘��

負担金満軌および交付金 都3津����623,130 �� 池粫����や��技術第二科 �����材料試験 俟H+2������試料.測定 
002 剄dさ分布 倩驅����ｩ.��>��8 倩驅��

公課費 田Rﾃ����51,600 � 剴��2�剋似ｿ10測定以上 ���)�ｩ.��

010 刹ｭ度試験 ��*2�353 倩驅��

土木費 �� ��2,579,000 �"ﾃSs津������ 011 劍�8��8 倩驅��

013 劍ｼ�+��1 倩驅��

建築費 �� �"ﾃSs津����2,579,000 � 015 劍�ﾘ孰�Xﾈ"�6 倩驅��

建築稔務費 ��2,579,000 �"ﾃSs津����劔017 劍ﾗ餾ｩ5��24 倩驅��
018 劔��ﾒ�63 倩驅��

需用費 �"ﾃSs津����2,579,000 劔�����剞Lび �#モ�試料 

020 劍ﾖ�.��36 倩驅��

合計 劔175,214,788 ��sBﾃ�S2ﾃc�2� 101 ��y�H韋ﾋ��顕微鏡写真撮影 �154 倩ｹnﾂ�

102 � 傲H*ｹ�ﾘ+R�50 冑r�

-10- 

210 兒ｩ�ﾘ韋ﾋ��定量分析 �791 ��ﾉZ｢�

301 ��泳y�ｩ.��長さ(精度>1/1000mm) �20 ��ｩ.��

304 刳p度(精度<1分) �2 倩驅��

401 刮鱒�ｬ霧試験 �6 倩驅�鳧ｭB�

試料調整 剴�S��試料 

801 ��ﾉ����,ﾉZ��gｲ��洩顋��和文 �102 佇��

802 刮p文 �17 僣��

小計 剴"ﾃ3�r� 

合計 劔�2ﾃC�b� 

-ll- 



3. 2　設備使用

区分 剋g用件数 俶yw�鳧ｭB�

技術第一科 �����材材料試験機器 冓ﾉEﾈﾕ)*9|ﾘ韋ﾋ�ｴ�c���ｴ��14 ��B�

能登川支所 ���"�箔ｦ���17 鉄��

高島支所 ���2���Vｴ��49 鉄��

Poュ 豫��ｴ�ｮﾒ�走査型電子顕微鏡 鼎��77 

POE 刄~クロトーム ���1 

PO3 刄}イクロスコープシステム ����16 

PO4 剞ｶ物顕微鏡 ��r�17 

PO5 剋ﾀ体顕微鏡 �3��41 

PO6 剏ｰ微鏡画像記録装置 湯�9 

QOl 兒謁ﾙ|ｩ�ｩ.斡�ｮﾒ�光スペクトルアナライザ- �� 

QO4 剴ｮ的接触角測定装置 �"�9 

RO2 豫(ｺｸｴ�ｮﾒ�紫外線フェードメータ ��2�640 

RO3 剄P温恒湿器 澱�179 

sol �ｸｧyZｩ�ﾘｴ�ｮﾒ�Ⅹ線マイクロアナライザー 鼎��70 

So∑ 剏ｰ微フーリエ変換赤外分光光度計 �#��55 

SO6 剩M分析装置 �"�3 

SO7 刄Eオーターバス ���2 

Sll 剴d気炉 �� 

S12 剩M風乾燥機 湯�13 

S13 刮t体クロマトグラフ ���8 

S14 僂HN分析装置 ���3 

SIS 剔S有機体炭素計 途�19 

S17 剞^空乾燥機 �2�7 

S18 剳ｪ析試料調整装置 ���2 

TOl TO2 TO3 TO4 TOG TO7 TO8 TO9 ���査韋ﾋ�ｴ�ｮﾒ�検撚磯 �3"�33 

自動検撚機 田��69 

番手測定装置 鉄��57 

自動単糸強伸度試験機 塔��84 

風合い試験機引張.せん断 �2�ll 

圧縮 �2�5 

保温性 迭�12 

純曲げ ���3 

T10 凵[摩擦係数 �2�6 

Tll 剳z引裂試験機 �2�3 

T13 剞D物摩擦試験機(ユニバーサル型) �#2�51 

T14 剞D物通気度試験機(フランジ-ル) 鼎"�45 

T15 剩R焼試験装置 釘�4 

T17 剳ﾛ温性試験機 澱�35 

T18 剞�F物堅牢度試験機 �� 

T19 剞D物収縮率試験機(ワッシャ-型) ���2 

T20 剔S自動平面テストプレス機 ���2 

101 傀�OXｴ�､"�糊付機 ����40 

Ⅰ02 勍整経機 都B�296 

Ⅰ03 剩Q糸機 鼎2�258 

Ⅰ04 凾ｻの他の準備機械 ����40 

Joュ ��ｹ�Hｴ�､"�小幅織機 免ﾂ�77 

JOZ 剄L幅織機 ����60 

Ⅹ01 ��Y�h覃�8ｴ�､"�仕上機械 �� 

KO2 剞�F機 田��408 

KO3 凾ｻの他の染色仕上機 釘�4 

I.01 �5(987��ｸ8h�ｸ5�5h5�6X8�ｴ�ｮﾒ�コンピュータシステム機器 涛��91 

UOl �6h5X4899�鞐ﾈ辷�5h5�6X8����B�24 

杜01 佗i�ｨｴ�ｮﾒ�計測機器 �#��58 

小計 �1009 �3�s2�
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区分 劍諍w�ﾈ��B�使用時間 

技術第二科 ����材料試験機器材料試験 �25tオートグラフ ���R�109 

AO2 剴���IiﾉEﾈ韋ﾋ�ｴ��29 鼎��

A10 ��硬さ試験 �7h8ｨ6ﾈ8ｸ8ｸﾖH+8韋ﾋ�ｴ��94 涛B�

All 劍8ﾘ6(4�4X4h8ｸﾖI7杏b�10 免ﾂ�

A12 劍786(4ｨ�ｸ5椅I7杏b�5 唐�

A13 劍7ﾘ484�8ﾘ786(4ｨ�ｸ5椅I7杏b�12 ��b�

A14 劍5h8�4�ﾖI7杏b�1 ���

A30 剌ﾕ撃試験機 �14 ��B�

BOl �ｸｧyZｩ�ﾘｴ�ｮﾒ�炭素.硫黄同時定量分析装置 �19 ����

B10 剴d子天秤 �51 鉄"�

B20 刧TCP発光分析装置 �54 鉄��

CO芝 儘萎ﾈｴ�､"�カットオフ �4 釘�

CO3 剞�ﾕ �1. �2�

C10 剴d気炉 �2 �"�

Dot ��泳y�ｩ.斡�ｮﾒ�精密万能投影機 �6 ��R�

DO2 僂NC三次元測定機 �48 ��C��

plo 剳¥面粗さ測定器 �5 ����

D20 剽｠門度円簡形状測定器 �23 田"�

EO1 豫(ｺｸｴ�ｮﾒ�冷熱衝撃試験機 �9 都cb�

EO2 剞ｸ密低温恒温槽 �1 澱�

EO4 剌ｬ型超低温恒温槽 �2 途�

EO5 刄Lヤス試験機 �12 鼎C��

Foュ 亢�､(韋ﾋ�ｴ�ｮﾒ�デジタル多点ひずみ測定装置 �4 ����

F20 剿�擦摩耗試験機 �5 ��b�

F30 刄pルプ性能試験機 �20 涛"�

Col ��y�B韋驅�+)���ｴ�ｮﾒ�湿式高速試料切断機 �9 湯�

602 剋ｼ式ベルト粗研磨機 �4 釘�

603 刹�ｳ式自動埋込機 �9 湯�

604 剋ｩ動研磨装置 �15 �#��

610 剴|立型金属顕微鏡 �10 免ﾂ�

G20 刧]線マイクロアナライザ �12 ��R�

H20 刮鞫怺ﾏ察装置 �19 �#��

HO2 �5(98788X�ｸ5��ｴ�ｮﾒ�CAE解析システム �15 田B�

nO1 僂AD/CAMシステム �1 ���

小計 剴c3��2176 

合計 剴�c3��5249 
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9=_, a メ __驚 lT三 g 1. i 辿 +1 主1 n6:_i. 才+ ++ -e^JL- 'ゝ_L- tpTF■: ∵ 己i 賢-:: a ��4.技術指導 4.1技術相 技術分野技術第一手 劍ｼik��&ｲ�%�献ｨﾈ�自?��ﾒ�6ﾆﾈｵｨ���i?�怏Eﾉ6��ﾈ辷�ﾘ)8x迚uｨﾘxﾇiNIzb３��劍ｶ�爾����ﾖ憧����ｲ�G督�十 �2�･■ -1_14.3設備貸与企業に係る巡回指導 

業種名 們�郢?ｩ�B�実施企業数 ��ﾙu��ﾙOR�指導事項 仂b��"�ﾆr��"��ﾂ�
妄- 三宅 � �-機械器具 宙路-r��5 凛xﾅ�7ﾘ5h6ｨ984�5ｨ985��ｲ�◇加工技術データ 

電気7102313f125i4.2_一誌 劔剪�劔5 �2轍NC夕レット旋盤 ��蒿9�儁X��ﾔ�,h5x4�,�,(*(,B�

機械 �4306 剴#(+33�H把��綯� ��劔儂C放電加工機 ����i�hﾝ陷�ﾔ�6h�ｸ5�,�,(*(,B�

材料313021畑338:ll.5-..LJ 墓蓋三喜言12:932…5喜.;いぶ289十三.:言巨当 デザイン10015913ぎ182;6.2 劔剪�劔�2軸ターニングセンター 門型NC複合アレーナ- ���&偃h.��h*h,ﾉ%ｨ���鞴��9�ｩ.旭ﾘ,�,(*(,B�

輸送用機 宙路-rﾒ��1 菱uDyv��ｨｴ��◇計測管理について 

共通67-153291313;10.6<マ 合計752994492713室2,951100.0 劔剪�劍ｮﾒ�1 

4.2地域活性化アドパイザ-事業二軍 劔劔�6ﾂ��(ｾ����ｹV��(延べ) 2 �"�炭酸がスレ-サ小加工機 スポット溶接機 ��陷�ﾔ���ﾈ�,ﾈ6h,8-c��ﾘ5�ｲ��霎��鞏驅�,ﾉ<��ｸ,h��ﾔ��

( ��業種名 倡y;�?ｩ�B�企莱数 �4�6�6�485X�ｲ�指導事項 豆��"�ﾒ闔ｨ自4��又�ﾒ�闔ｨ痔ﾂﾖr��ﾙ���C縱r�ﾙ?�ｸｸ��<R�Y~B��ｸ���ﾘ��� 

機械 ��r�4 ��ﾘﾆ9+ﾈｷb�oynﾈ�9u��m�$ｩM9�b�'ﾈ岑�ﾘ賈��設計.生産管理､品質管理手法の社員教育 ⅠSO9000取得のための事前準備 摩擦圧接法による新製品開発 空気乾燥機の設計 劍�ｲ� 

■l ち ��儖�58ｼb�(延べ) 1 ���マイブラスト外 ��陌H8ﾈ5穎)��,�,(*(,B�

｣一 ･ヽ 刹熨ｮ I �3"�8 冩ynﾈ�9u���9nﾈｶ�����68鰓��ﾉ�ﾈｶrﾒ���68鰓�ⅠSO9000取得のための事前準備 ダクタイル小型弁の設計 ⅠSO9000内部監査委員の再教育 生産管理(5S)の体制整備 FMEA.FATの活用 劍ﾄ�� 刄vラスチ ･_ツク 宙路-r����1 �7�6(6x7ｸ6x8ｸﾉ���Y'R�◇品質管理について ◇ⅠSOに関する取り組み方 
-こき -蛋 �����査ﾔ鮎b�(延べ) �"�不織布四つ折り機 ����ｹV�,ﾉ�ﾙvﾈ嶌,h�|ﾘ峇�薮野嘉雄 木谷聴生 竹下常四郎 �E4����Dh�稲i;�,ﾈ駟���OR�5U33�Hｬx,eF俘xｾ�,ﾉv��｢�ｿ8ｴ9]�,ﾈﾛx�9�ｩ.��劔�2 刄Gアージェットルーム ����hⅹV�,ﾉ/�沓�

/秦 -一二奔 -主 /_:.q_ 婿 ~毒 ･~.た ~1-1i< ∴1-て- + iJ -_zl>- -セ ��ヰ ��唸ﾘxﾇb�12 ��"� ��電気 �2�3 ����Tb�oynﾈ�9u�����Tb�ⅠsO9000認証取得の教育訓練と活動体制整偏 ⅠSO9000認証取得の要求事項レベルチェック モーター制御回路の設計技術 

* 劔劔調� �4.4地場産業デザイン向上事業 (1)長浜産地 

★ 淫 ち きこ � 剔@維 �#"�7 伜(岑�?���(岔9���ﾉ�ﾈｶrﾒ����(ﾔ��ⅠSO9000取得体制の構築 排水の窒素成分の低減化 ⅠSO9000取得 ビス加工工程の連続化 剪｢�������Y��� 

鷲 嚢7e �5��

横山弘 �>i�Y�H,ﾈ淤���劔儼ﾈ+�.�-�/�,ﾉI)�i&�,ﾙ�Y�h.(謌�Hｾ���ﾔ�9�,ﾉWH��廂&ﾈ/�,(*�X��ｹV�,h,�.�.(7鶇+�.�-�/��ｺB�

山下等 植田茂 僭��X�yﾘﾎ8,ﾉG�ｯﾉZ�,ﾈﾋ榎ｨ峪�鞜B�l���査,ﾈ+�/�,�.�*ﾘ��ﾔ��劔�,ﾘ齷�i&�,ﾉ�h蝌ｵｨ��.(ﾘ)V俯�ｸ,偬I5�/�*�*(,H*ｸ+ﾖ�+X*�+ZHｽ��,ﾉ���Xｬ(ｺｸ,ﾙ)�+X*ﾘﾋX+X*ﾘ,��V�,ﾉ�ﾙvﾈ嶌,��陌�+x.�7�*ﾙ5x､ｨ*ｨ���,��ﾘ.x.ｨ,H*ｸ,(,(*�.鑓+�,ﾈ.h*H,烏xﾆ�*�.x�饑�,ﾉ�)+ﾂr�-ﾘ.x.ｨ.�.h*H,�,�,�,H*ｸ+ﾖ��ﾚ�ﾎ:H��N�(6ｨ�ｸ5�,俘x,�+ﾘⅹV�5x､ｨ/��ﾘ.�,�,ﾚHﾜX��ｹV�/��8�+X+ﾙZ�,8*ﾘ.悪Hｦ�,ﾘ�wh,X*��

住宅 �"�2 ��ｩF駢B���68ﾘ)�ﾒ�リサイクル技術の評価､生成物の有効利用 ⅠSO9000認証取得のための環境整備 劔������ 

その他 唐�4 亶ｸﾋH�)Wb�産業廃棄物の処理問題および公害防止 劔 

西川吉- 僭�ｯﾉZりｬ(ｺｹn)��,i�鞜B�劔僖�7�,ﾒ)�hﾜｨ,i���R(,�,(*(,H,ﾈｵｨ���9;�/�mｩ4�,�(����邵+X+ﾘ�ｲ�

川口浩 芹沢実 仗�ﾙ�駘�,ﾉ�XｻｸﾟB��鞁ﾈ僣ﾝ�,ﾉ�9�hｵｨ��､ｩJﾒ�劔侏X+X*(ｬ(ｺｸ岑,�*�*(,H��訷/�(i�8,��ﾙ�H,ﾈ�����(*ｨ*�.蟹���4�,偃h.��x-�,�,zHﾚ�ﾎ8,ﾉ�ﾈﾝ��*�.x.�o�zx,�+ﾓ��ﾓ�Rﾒ�

合計 塔B�28 �� 劍+�ﾕe��Cﾘ/�ﾒ�

-14- 劔剿�6｢�



貫 首 �2� �6�ﾘ7ﾓｩ�hﾜｨ,i���X7H4�6(5h8x98�ﾈ+�ﾒ��6h5X4899�ｩ&ｹo�ｨ5�5�488ｨ984�4�7H4(5な5(4��9Uﾈ靖/yo�ﾘ)69W��2�5H7X6X�ｸ7ﾖﾈ､ｨﾜ9?ｩ�ﾘ��尸�B�劔! ��詮 __翠 '三号; 豆棉%��6h5X4899�ｩ&ｹo�ｨxｨ6h5"�5x887�99�9Uﾈ靖/yo��ｸ皐�����

Lt≦宗 qk-L_ 幸三を 

サブテーマ 劍､ｨﾜ9?｢�参加者数 

第1回 剄ｓ№ｿぢみ品のテキスタイル.デザイン企画 剴��ﾈ���?｢�12人 
i :~言~第1匝ー色彩の実践的な展開について 劔2月21日25人. ��劔劔������

===色彩概論.色材.色彩計画=-=16社 劔劔 ��c(���俘)8x+�,�-ﾙV�,ﾉ/�粂ﾅ顫IV舒�h,h6h5X4898､ｩJﾒ��12月16日 等�ﾂ�

第2回 刎��X7H4�6(5h8x98�8�ｨ,izﾈﾗ9�b�2月24日20人 售､ｨ甁��ﾈ��B�劔劔嶋���一 

16社 劔剪� ��c8���俘)8x+�,�-ﾙV�,ﾉ�H自�R韆H�8��ﾔ�,i5x麒�鞐ﾈ6h5X4892��3月14日 等�ﾂ�倆��
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4. 6　主な技術指導事例

課　　題:糊付け機械の開発

指導内容･.ある会社から新しい糸を作る方法を求められたo　当センターの糊付け機による試験をおこ

ない､糊の選択､糊付け方法､機械の構造･構成などを指導した｡企業は新しい糊付け見

本機を発注した｡

課　　題:糸長不足の原因

指導内容:整経時に多くの糸が糸長不足になるが､原糸メーカは規定(0. 2%以内)に入っている

とのことであり､その原因調査を依頼されたo糸長､糸･ケース･チーズ重量､水分率､

糸番手､などを測定し､糸量不足を示した｡

課　　題:企業内LANの構築および生産管理システムの構築について

指導内容:生産現場や製品検査場､事務所をLAN接続する事により､生産管理がどこからでも行わ

れるように､安価な市販ソフトを用いシステムの構築等の指導を行った｡

課　　題:水分率の管理方法について

指導内容:生産した織物を重量で取り弓ほする場合織物に含まれる水分率で､大きく左右される｡そ

の取り引きが円滑にされるために､水分率の測定を正確に行う方法について指導を行ったo

課　　題:軽布〔綿クレープ〕の製品染め

指導内容:練ちぢみ製品(ワンピース･ホームウェアー等)製品状態で保管したものの染色性につい

て､保管状態での改善や反応性染料使用による染色について指導したG

課　　題:綿繊維素材の水分吸湿性

指導内容:綿繊維材料は水分吸収が良好であるため産地の特産品として生産使用されている｡織物の

水分の吸収分布によっては糸の品質に影響される｡このため､水分率､強力､伸度､番手

等について試験等指導した｡

課　　題:染色用蒸し釜の製造

指導内容:染色捺染された染料の織物への吸着を図るための蒸し釜製作について検討した｡染色蒸し

釜は､第-種圧力容器に該当し製造には製造許可が必要であるo労働基準局への申請書に

ついて検討支援した｡

課　　題:エアーノット糸の品質向上

指導内容:ポリエステル繊維の低収縮糸と高収縮糸の識別について相談有り､試料表面の顕微鏡によ

る形状観察および収縮性(収縮率2.5% ･収縮率11.5%)等について指導した.

課　　題:繊維鑑定による品質向上

指導内容:原料綿糸の紫外線照射による発光がチーズ巻き形状の内部･外部によって相違がある｡こ

のため､繊維鑑定を行い指導した｡
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課　題:ニットのクレーム(スジ状態)指導

指導内容:一定の方向でスジの発生が見られているため､撚数(上撚･下撚)､番手､編目長等につい

て試験し､編目長において試料間の相違が認められた.工程の張力変動について指導したD

課　題:モケットかすり糸の繊維鑑定

指導内容:自動車シートに使用される､かすり糸の色に相違が認められている｡このため顕微鏡観察

や顕微FTIR装置により繊維鑑定や染色状態の追跡調査により指導したo

課　題:プリンター用ドラムシャフトのハメアイ寸法について

指導内容:ドラムのシャフト穴寸法とシャフト軸径を抜き取ってチェックするため､ドラムからシャ

フトを抜く方法と作業手順を指導した｡

課　　題: 3成分動力計の使用法について

指導内容:試作バイトの切削実験に必要な諸条件について指導､バイトホルダーの形状､被削材の形

状･寸法､刃先冷却方法､切削条件の設定および動力計の設定方法等について指導､デー

タ取りの結果､満足できるデータを収集することができた｡

課　　題:洗浄液の違いによる汚れ落ちの影響について

指導内容:アルカリイオン水およびメチレンクロライド液による部品の洗浄に釦＼て､汚れ落ちの度

合いの差について洗浄後の部品を蛍光Ⅹ線分析で評価した｡結果として､違いはなかった｡

課　　題:水処理フィルタに付着した異物分析について

指導内容:異物成分の定性分析を蛍光Ⅹ線分析(微小部モ十〇)を行ったoその結果､主成分はCa､ Mg､

Al､ Sであった｡

課題:パイフ材の強度試験

瀞指導内容:パイプ材の強度試験についてCAE強度解析を行ったCその結果､応力集中の箇所の特定
やその大きさについて評価を行ったo

課　　題二水洗金具のメッキ光沢不良について

指導内容:光沢不良品を顕微鏡で拡大観察すると無数の微小なクレーターが生じていることを確認し

たoメッキ直前の同製品を調査したところ､表面に微小異物が点在していることがわかり､

これをサンプリングして顕微赤外分析したところ､脂肪酸塩(金属石鹸)であった｡これ

はメッキ前の研磨行程で使用される練り研磨剤由来のものと思われ､研磨後の脱脂洗浄が

不十分なため発生したものと思われた｡

課　題:塗装工場の粉塵原因について

指導内容:メラミン樹脂の焼付塗装を行っている工場で､塗面に境のような微小異物が付着すること

が再三生じたo塗面の異物および粉塵を捕集して調査したところ､塗料カスの再付着が確

認され､被塗装物を吊り下げるハンガー及びその搬送機から脱離した塗料が原因と考えら
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れた｡

課　　題:アルカリ電解水の沈殿物発生原因について

指導内容:県内では問題が生じないのに､関東(某所)で製造したアルカリ電解水に異常に沈殿物が

発生し､その原因調査を依頼された｡両者の原水および電解水を分析したところ､関東(某

所)の水は県内の水に比べ倍以上の水質硬度(Ca､ Mg)であり､沈殿物はMgとCa

が主成分であることより､アルカリ側でMgイオンが水酸化マグネシウムのコロイドを形

成し､ Ca等も取り込みながら､浮遊沈殿物を生じたものと思われた｡

課　　題:薄肉アルミニウム合金溶接部の破損原因について

指導内容:破断部をEPMA (電子線マイクロアナライザ)で観察した結果､粒界破面(脆性破壊)

であった｡ Ti g溶接の急速冷却による溶着部のマイクロクラック､ヘアクラックに起因

する脆化の原因と推定される｡

課　　題:タールエポキシ塗装を施した鋳鉄機械部品の腐食について

指導内容:長期間､屋外で使用されていたため､タールエポキシ塗膜の劣化､剥離が生じたoそのた

め､絶綾部が霧出し､鋳鉄の主成分であるFeとCによる電位差腐食(黒鉛化腐食)が進

行し減肉腐食したと考えられる｡

課　　題:ポリエチレンパイプの半地上における耐久性について

指導内容:一般的に土中の方は湿気と微生物による劣化が考えられ,大気部は光が主な劣化要因と

考えられるo　またポリエチレンの種類(分子量,高密度と低密度,チ-グラー触媒とメタ

ロセン触媒)によっても相当物性が異なるため耐久性も違ってくる｡それぞれの暴露実験

データを参考に推定する必要があると指導したo

課　　題:発泡スチロールを実験的に作製する方法について

指導内容:発泡性ポリスチレンビーズを入手し,蒸寵(せいろ)で9 0℃前後の蒸気で予備発泡す

る｡解しながら板のような煎餅にして約1白熱成した後,目的とする型に敷き詰めて二重

箱に入れ,外から水蒸気で均一に圧力をかけて二次発砲させれば作製可能であると指導し

た｡

課　　題:ポリエチレンフィルム表面が白っぽく曇った原因について

指導内容:表面に白い膜状の付着物状のものが認められ,アルコールで洗浄したところきれいに拭

き取れて透明性が得られた｡熱分析で材質的に問題ないことを確認後,付着物をFT I 氏,

電子顕微鏡, GC/MS等で分析するよう指導したo

課　　題:大口径バタフライ弁のキャビテーション発生領域予測方法について

指導内容:流体解析が発達しているので,コンピュータシミュレーションを行い,解析により得ら

れる流速,圧力,乱流運動エネルギー,実効粘度などのパラメータとキャビテーション発

生領域との相関関係から予測が可能であるQただし,他の相似形状のバタフライ弁の実流

実験を行って,どういった条件で発生するか確認しておく必要があると指導した0
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5.研究業務

研究テ一一マ 侈Hｸh�"�共同研究者および研究協力者 

フロ-テイングプランターの開発研究 �$ｩ�ｩ�xﾔr� 

織物接触材を用いたリン除去に関する研究 伜(岔�)��� 

農業用務水浄化資材の開発研究 亳y68ﾘ靂�� 

よし苗植栽用繊維資材の開発研究 亳y68ﾘ靂��共同研究(宿)西村織布工場 

廃棄セリシンを用いた生分解性材料の開発研 倅��飩2�滋賀県立大学岡谷卓司 

究 剞M州大学名倉正宣 浜縮緬工業協同組合 

生物活性を用いた高分子材料の開発 刎Xﾞ)H颱b�共同研究滋賀県立大学広原日出夫 

ポリオレフィン材料の環境劣化とモルフォロ 亶ｹ�ﾈ毎爾�滋賀県立大学田中暗 

ジーに関する研究 剿k陸先端大学新田晃平 

キャビテーション効果を利用した水処理技 �)YHﾔ�ｲ�滋賀県立大学安野正之 

-術の研究(その3) 刹繽B産業大学美方勝哉 

-画像処理を応用した多目的検査システムの 開発 ��ﾈﾞ�ｹ�b� 

自動遠隔制御技術の開発に関する研究 ��皐�� 

_高性能犀膜材料の開発とその接合技術に関 ■する研究工 傀ｩW�Wb�滋賀県立大学菊池潮美 

特殊鋼の腐食特性に関する研究 ��ﾉ>�ｿ�躋�滋賀県立大学田中他善男 

切削加工支援システムの開発 ��Y�ﾈﾔyk��滋賀県立大学中川平三郎 

高強度材料の切削に関する研究 儖8ﾏｸ��謦�滋賀県立大学中川平三郎 

非破壊による表面硬化処理材の表面硬化 層深さの計測手法に関する研究 �H�8毎爾�滋貿県立大学田蓮裕貴 

高付加蝕値ちぢみ製品の試作 冦��ｩ(亳�� 

地域産業におけるデザイン創作 傅ﾉ$ｩh9yﾒ� 

縞を主体とした複合織物の試作開発 俾ﾘ靖��<R� 

Newシポの開発とそれを利用した製品開 発 伜(岑����揵$ｩh9yﾒ� 
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フローテイングプランターによるN P除去に関する研究

高島支所　　　谷村泰宏

1.日的

高島地域にはゴム資材を中心に産業資材関係の企業が多く､特に厚織や合繊資材の製織技術がある｡

また､ジオテキスタイルや環境資材を手がける企業も出てきている｡今回､産地の技術を活かし､植

生部分(植生マット)を織物で作成し､水質浄化を行うフローテノングプランターの開発を目的とし

て研究を行った｡

2.内容

実験装置としては図1に示す実験槽を使用し､プランターシステムの効果について測定を行ったo

実験条件として一つ目は､ 1分間に約1. 8且のバブリングを行い(水槽A)､ 2つ目は､ 1分間に

10且の水槽の水でシャワーリングを行った(水槽B)｡また､人工水の量を1分間に2且(水槽c)

と10且(水槽D)にしたものをブランク槽としてプランターを設置し実験を行ったo

水生植物としてはクレソンと､オーデコロンミントを用い､人コ二水は､下記の薬品濃度に調整した

ものを使用したo

図1.装置の概要

3.結果

バブリングをした水槽では､窒素とリンの除去効

果を1日1Ⅱ子当たり(26日の平均)に換算すると､

0. 531mg/Rと0. 088mg/且濃度の減

少が認められ､ 133mgと22mgの窒素が除去

できた｡また､瞬間的に考えると､最高で窒素77

9mgとリン175mgが除去できた｡

･今回の実験で､流速の遅い嫌気な水路と比較する

グルコース　　　26mg/A

ポリペプトン　　26mg/且

硝酸アンモニウム1 6mg/且

リン酸か)ウム　　3mg/且

gZJN＼CX)OZ9Z/N＼OCK)atTN＼N＼OOOZZZ,ZJOOONOZJZJCOOZeIJZJ00019L,/ZJ000N　帝
王＼Z[0001　日

ZL,ZJ【岩ONOlJZJ00ONgJZJ000N9JN＼COONで/ト＼00OZN＼Z,00OZ

と､エアレーションを併用したフローテイングプランターシステムの方が浄化能力が高く､嫌気な水

路での使用が期待ができる結果が得られた｡

4.今後の課題

本システムでは､植物を栽培するため､どのようにメンテナンスを行えばよいか､また､それに付

随して､栽培植物についての検討が必要である｡
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リン除去に関する研究(2)

能登川支所　　　　山下重和

1.日的

リンの除去技術は現在でも立ち遅れており､河川や既存の簡易な浄化槽においては､リン除去技術

に対応していないのが現状である｡本研究においては､管理の容易さと安価な処理コストでのリン除

去のための接触材およびシステムについて検討を行った｡

2.内容

接触材として織物と鉄棒を用いたo織物接触材を用いた生物処理法により､ BOD等の除去､鉄棒の腐

食によるリン除去を実施した｡図1に示すプラスチック製水槽(25cm x 25cm x　30cm)に曝気装置

やヒーターを設置して実験装置とした｡リン除去の最適処理条件を決定するため表1に示す7糟の処

理条件で実験を実施した｡

表1　実験条件

槽名　布充填率　鉄棒　滞留時間　水温　エア一塁

℃℃℃℃然℃℃加P)2020日202間問間問間間間時時時時時時時7　7　0ノ　7　7　7　71-　1　　　　　1　1　1　1本本本木本本木8　CO　史U OO　父U　/ら nU

1

枚枚放牧放牧枚4　4　4　2　4　4　41　2　3　4　5　67 2.51/min

2.51/min

2.51ノmin

2.51/min

2.51/'min

2.5】/min

2.51/mill

3.結果

表2にBOD､ CODの除去率を図1にT-Pの除去率を示す｡

表2　BOD､ CODの除去率(試験開始53日後)

槽BOD除去率(%) COD除去率(%) DO(myl)

0ノ　Qノ　∠U　史U qノ　8　0ノ
′0　7　0　4　′0　4　′hU

Oノ　0ノ　0ノ　0ノ　0ノ　0ノ　0ノ
123　45　67

1

4　1　CO　8　4　4　44　7　0ノ　0ノ　4　5　4
RU RU　7　17　7　00　8 7･69･76･28･18･98･48･0

原水のBOD､ COD濃度は96mgn､ 48.1mgA

本研究において､織物接触材を用いた生物処理も

良好で､鉄棒挿入による影響は見られなかった｡

T-Pの除去率には､溶存酸素が高いほどリンの除

去率が高かった｡

図1.実験装置

図1 T-P除去率

4.今後の方針

開発した接触材のリン除去についての実用化試験として､次年度に野外の水路において実験する予

定である｡
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農業濁水の浄化資材の開発研究

高島支所　　　吉田克己

1.日的

高島産地はクレープ織物の国内-の生産地である.このクレープは綿を使い､通気性の

良い夏用肌着として重用されている.こうした点に注目し､クレープ織物やクレープ製織

時に発生する捨て司をフィルターとして使用し､田植え時期に発生する農業濁水の浄化を

検討した｡

2.内容

クレープ生地

経密度　6 7本/2.54cm

緯密度　5 3本/2.54cm

糊抜き､精練加工仕上げ

注)クレープ1 (1回巻)､クレープ3

(3回巻)､クレープ5 (5回巻)

捨て耳

製織時に発生する耳で､無加工

捨て耳1 (43g)､捨て耳2 (23g)

図より通水性は最初に流れ出る1 Bの濁水

の所要時間は21-29秒であるが､ 1. 8

且から2且の0. 2Bが流れる時間は捨て耳

では9秒､クレープ5回巻きでは51秒にな

り､大きな差が発生しており､目詰まりによ

る差であろう｡

濁度は図より捨て耳1の場合は濁度1 6 5

で悪いが､ 1且目で55%程度除去され､ 2

b目では67%除去した.また､クレープ1

では80%から87%除去されている｡クレ

-プ3, 5の2色目は透視度も高くほとんど透明であった0

3.結果

クレープ生地1枚で濁度は80%向上し､十分浄化されたが､初回に比べ落下に4. 9

倍の時間を要し､捨て司では55%向上で､ 1. 7倍の時間を必要とし､目詰まりによる

と思われる濁度の向上と凍過量の減少が大きく認めらる0

4.今後の課尭

自然落下の場合､目詰まりに大きく影響されるので､捨て司とクレープ生地1枚を組み

合わせた濁水浄化の方法や目詰まりの処理法を検討する必要があろうo
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生物活性を用いた高分子材料の開発( 2 )

技術第一科　　　脇坂博之

1.日的

本研究では､加水分解酵素であるリパーゼを用いてラクトンの閲環重合を行い､生分解性を有する

高配向､立体規則性に優れた高分子ポリエステルの合成を目的とする｡

A.
D- Dodecanolactone

Enzyme

in organic solvent HO～"i5inH

2,内容

研究の目的であるラクトンの酵素触媒重合を円滑に行うために､辞素触媒による加水分解反応によ

る辞素の活性を測定し､良好な結果を得た酵素を用いてラクトンの酵素触媒重合を行った｡酵素はい

ずれも微生物由来の酵素で､これらの酵素によってラクトンの重合がされた場合､生分解性が期待さ

れる｡

S.
D- Dodecanolactone

Enzyme

ln Water

0

H｡ AJJ".1:
3.結果
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加水分解を行った結果を

左図に示す｡このうち内

Pseudomonas aeroginosa由来

のLipoprotein Lipase(P瓜)

i Pseudomonas cepLZCia dA

のLipase PSにおいて良好な

加水分解が見られたo

これらの辞素で重合を行

ったところ､ pALにより分

子量14000､分子量分布1.1

の高分子を得られた｡現在

その生成確認を行っている

ところで､各種物性につい

て今後測定を行っていく予

定である｡



廃棄セリシンを利用した生分解性材料の開発

技術第一科　　　三宅　肇

1 .はじめに

本研究は下記内容を目的として､廃液中に含まれるセリシンタンパクとポリビニルアル
コール(PVA)のブレンドプラスチックを作成するものであり､平成1 0年度(調査および

吸水性材料への応用)に弓ほ続き､平成1 1年度はフイルムの作成を行ったD
･安価な生分解性プラスチックの提供(開発) -　PVAの溶融成形

･天然廃棄資源であるセリシンの有効利用　　-　生分解速度の向上

･潰縮緬工協組合の廃液コスト低減　　　　　-　セリシンの粉末化

2.結　　果

熱プレスを用いて作成したPVA-セリシンブレンドフノルムについて以下の測定を行

った｡

2, 1　物性試救

含水フイルムは強度､伸度ともに､セリシン含率5%まで増加したo　その後セリシン含

率が増加するに従い､物性は減少する｡

2. 2　X線回折

フイルムを粉末化して結晶構造を調べたところ､セリシン含率が増加するに従いセリシ

ン配向ピーク(ショルダー状)が現れる｡結晶化度はセリシン含率5%で僅かに増加するo

これにより､結晶化度の差が物性に影響しているものと思われる｡

2. 3　I R分析

セリシン含率の増加と共に､セリシン由来の1500cm~1付近のピークが現れる｡こ

の結果からはPVAとセリシンが化学的に結合している可能性が示唆されるが､断定はで

きないo

2, 4　熟分析

セリシン含率5%で熱量が増加する｡その後減少した後再度増加する｡

以上の結果から､ PVAとセリシンのブレンド状態は含率5%付近のみで特異な状態を

示している可能性がある｡

2. 5　溶融成形

以上の考察をもとに､従来困難とされていたPVAの溶融成形を行った｡結果は本文写

真に示すように100〟m程度のフイルムが得られた｡

本プラスチックは､安価な生分解性材料として実用化の可能性は高い｡

3.今後の日程
･生分解フィールド試験

･ブレンドフイルムの分析

･セリシン粉末回収

･射出成形への応用
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湿潤セルロースの構造と物性に関する研究

技術第一科　　　三宅　肇

1 .はじめに

高強力､高弾性材料であるポリビニルアルコール(以下PVA)は､水溶性高分子として

様々な分野に利用されている｡特に架橋や高結晶化により不溶化させたPVAは､親水性

材料としてフイルムや繊維の分野で利用価値が高い｡ PVAの構造や物性に関する研究報

告は非常に多いが､重合度(分子量)が湿潤時の物性に及ぼす影響に関する報告は少ない｡

親水性材料として湿潤時の物性に関する知見を得ることは実用上有効である｡

我々は以前､天然セルロースが持つ湿潤物性の増大という､他の材料には見られない特

異性について検討を行った結果､湿潤による物性変化は主に非晶蔀分子鎖末端の数に依存

㌻ることを明らかにした｡

そこで本研究では､セルロースと似た構造を持つPVAについて､天然セルロースに関
-争　する知見をもとに､湿潤物性に及ぼす分子量の依存性について検討を行った｡

2.結　　果

Stre･,gth (Wa)　　　　　　　E)OAgatioTL ( % )　　　　YotLAgrS mOdult'S(MPJ')

dJT(cr)1 vd(q)t wet/dry dry(cr)■　wel(q)L wet/dJy dry(cT)▲　wet(cr)■　yeL/dry

S500　136 ±27.5　97 i22.5　　0.70　　　16.3　_+3.2　15.7　_+1,0　　0.96　　　1514 1244　602　_+96　0.40

51750　　774 _I55.9　755 i79.ぢ　　0.粥　　　10.2 I+1.1 13.1 _+1.7　1.28　　　35(柑1541 1922　B76　0.55

i. s(andard devlalion

藩予芸:l誓,tこ表芸芸芸孟芸三富這,;11三三三t':言芸芸こ;=vo'pvA'を､セルロ~スのモデル物質と

上表に示すように､分子量が低いPVA(S500)は湿潤により物性が低下し､再生セルロ

ースと同じ挙動を示した｡また分子量が高いPVA(S1750)は､天然セルロースと同様に

物性低下が見らなかった｡このことからPVAの湿潤時の物性変化は､セルロース同様分

子鎖末端の数に依存することが予想された｡

ところが､分子運動性について複屈折率や動的粘弾性を用いて検討したところ､ S 1 7

50は分子鎖の絡み合いによりS500に比べて分子運動性が低く､湿潤時の分子鎖の滑

りに影響していることが予想された｡分子量が大きな場合は､分子鎖の絡み合いにより湿

潤時の分子鎖の滑りが妨げられ､これにより応力が維持されると思われる｡

すなわち､ PVAは単純にセルロースのモデル物質と考えることはできず､このことは

分子構造の差-フリンジ構造や折れたたみ構造一に依存していると思われる｡
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ポリオレフィン材料の環境劣化とモルフォロジーに関する研究(2)

技術第一科　　宮川栄一

1.日的

近年ポリオレフィン材料は､ダイオキシンなどの環境汚染問題による代替品として､またガス管や
水道管などの構造材料としての需要が高まっており､光･熱劣化の検討が安全性と信頼性向上のため
弔電な研究課題となっている｡本研究では､ポリオレフィン材料の劣化の様子を種々評価技術により
明らかにすることを目的とし,併せて劣化程度を検知できる機能も検討する｡

2.内容
キセノン光源による光照射で強制劣化させたフイルムを用い,桓々解析技術による劣化評価を行っ
た｡また,劣化応答機能の検討を行うため,添加物を加えたフイルムにより,色変化や劣化速度への
影響など検知機能としての特性を検討した｡

3.結果
■劣化の評価

●- quenched fib of non additive LDPE

4

LH u∈＼03ut?qLOSqV

0　　　　　0.5　1　　2　　4　　BIO

Expsure tlrTW / day

キセノン光照射時間(日)

劣化が進行するまでに, 4日間
の誘導期間が存在する｡

■劣化応答機能

4.今後の課題

劣化検知機能を働かせるために
いかに,劣化促進機能の進行を遅
づせる構造にするかが課題である

†劣化程度

【e･dJ(L･色e･･l

↑直向

垂方

乎向↓水方

Ei●∩●ql片山D外.)

カルポ二ル基の

配向関数

劣化で生成するカルポ
ニル基は分子鎖の中間
に位置する｡
(ラメラ結晶間のタイ
分子に存在する)

タイ分子の切断モデル

サンドイッチ構造

↓

キセノン光照射による劣化

i.UJLJJJE)DuL.qJuqY
↑劣化程度

モー無添加相

-添加相

-無添加相

鉄系添加物は,劣化促進機能を持ち,薄茶色
から濃茶色へと色変化を示した｡
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キャビテーション効果を利用した水処理技術の研究(3)

技術第二科　　　阿部弘幸

1.日的

キャビテーション(Cavitatim)とは､液体の局所的かつ急激な圧力低下による沸騰現象で､

配管･バルブ･スクリュー等の流体素子の性能を低下させるため､問題とされて来た0本研究

は､逆にキャビテーション効果を利用し､水処理等に応用するため､制御付プランジャー型350

kgf/cm2高圧ポンプと裏方1)らが提案した拘束壁噴流槽を組み合わせた試験機を使って､模擬実

験水および野外実水を処理し､その条件と効果を検討した｡

2.内容(方法)

試験機で､水道水､染色模擬排水､彦根城

内堀水､彦根船溜水を60~300kgf/cm2の圧力で

1-5パス処理(脱気､給気モード)し､溶

存酸素(DO)､懸濁物質(SS)､化学的酸素要

求量(COD)､生物化学的酸素要求量(BOD)､

大腸菌群数川PN法〕､一般細菌数､アンモニ

ア､染料濃度等を測定した｡

3.結果

処理効果についてまとめる｡

(1)懸濁物質については､高圧で処理するほど減

少させることが出来る｡

(2 ) 300kgf/cm2処理でも､野外水のCOI),BODの明確

な減少は見られなかった｡

(3)残留塩素の除去については､絵気で5回パス

処理する　ことにより､ 24時間バブリング処理

に近い効果を確認｡

(4)大腸菌群数､一般細菌数については､高圧処

理で減少するが､これらの知見については､今後､

検討が必要｡

(5)染色模擬排水では､キャビテーション単独で

は明確な効果が認められなかった｡

(6)アンモニアの除去については､塩化アンモニウ

ムのような形態のアンモニアについては､殆ど効果

(1＼BLLJ)雌蝶SS 35

30

25
0　　　　　1 00　　　　　200　　　　　300

処理圧力(kgf/cm2)

図1. S Sの処理変化

が無く､アンモニア水については､高圧で1割程度の除去効果であっ　た｡

(7)野外水で硝酸態窒素､亜硝酸態窒素､アンモニア態窒素の変化を試験したが､その濃度の

変化は確認できなかった｡

4.今後の課題

今後は､応用可能な分野を絞り､実用化に取り組みたい｡

指導協力:滋賀県立大学､九州産業大学1)､ (秩) YBM
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画像処理を応用した多目的検査システムの開発( 1 )

技術第二科　　　川崎雅生

1.日　的

汎用性の高い画像処理プログラムを開発することにより､検査作業の自動化･省力化を推進し､検

査精度の向上を図る.今年度は､平成1 0年度までに研究開発を行ったシステムをベースとして､適

用分野の拡大のために機能追加を行った｡

2.内　容

(1)重なり分離機能(複雑画像への対応)

基本形状の組合せ(重ね合わせ)でできる形状を､もとの複数の基本形状として計数できる機

能の追加｡

(2)付け替え処理機能(文法への対応)

一連の分類結果に基づく新たな分類結果を定義､出力できる機能の追加｡

(3)複数ファイルに対する一括処理機能(繰り返し処理への対応)

複数のファイルに対して同じ処理を実行するときに､命名規則に従ってファイルを準備すれば､

1回の操作で全て処理し､必要で有れば1つのデータとしてテキスト出力できる機能の追加.

(4)複数画像の張り合わせ機能(精密測定への対応)

解像度の低いCCDカメラから､ハイビジョンカメラよりも高解像度な画像を作成できる機能

の追加｡

(5)処理可能ファイルの追加(〕pg)

インターネットなど遠隔地からの画像を取り込んで処理できる機能の追加｡

(6)ヘルプ機能の開発(操作補助機能)

テキスト形式と画像形式のオンラインヘルプ機能の追加｡

3.結　果

県内企業を中心とする1 2社(1 9件)からの画像処理による検査に対応した｡処理した内容(諺

備使用)としては､球状黒鉛鋳鉄の黒鉛球状化率の測定や光ケーブルのコネクタ部や半田粒の裏門度

測定など｡

4.今後の拝農

プリント基板に関する検査等の相談なども受けており､大容量画像に対する処理速度などについて

の検討や､照明関係についての検討が必要o
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自動遠隔制御技術の開発に関する研究

技術第二科　　　梗井　淳

1.日的

画像処理技術､情報通信技術､自動制御技術を組み合わせ､工場内に分散する各種の製造機器をネ

ットワーク(LAN)を利用して遠隔から集中制御する技術の開発を行うo

今年度は､自動遠隔監視システムを開発するため､電動テーブル一体型のCCDカメラを用いて撮

影した複数アングルの画像を用いてパノラマ画像を作成し､広域エリアを遠隔から自動監視できるシ

ステムの開発を行った｡また､広域エリア画像を用いて画像計測等を行うため､複数アングル画像の

座標系の変換処理や隣接画像のつなぎ合わせ処理を行い､同一平面上で連続性のある広角画像を生成

する方法について検討を行った｡

争2'(冒芋広域工｡ア(パノラマ画像)監視サ_パ_プ｡グラムの開発

カメラの制御および画像の入力､監視画像データの蓄積､クライアントプログラムとの通信､

現場の機器の制御などを行うプログラムを開発した｡

(2)広域エリア(パノラマ画像)監視クライアントプログラムの開発

工場外の管理室や自宅などの離れた場所から現場の監視およびカメラ制御を行うことができる

プログラムを開発した｡

(3 )複数アングル画像の座標系変換処理

画像計測等を行うため､カメラの光学系の関係に基づき複数アングルの画像の座標変換を行う

方法について検討を行った｡

(4)隣接画像のつなぎ合わせ処理

複数アングルの画像を同一平面上で連続性のある画像としてつなぎ合わせる方法について検討

瀞　を行った0

3.結果

･広域エリア画像の自動監視システム開発により､遠隔からリモートで現場の自動監視が行えるよ

うになった｡

･複数アングルの画像の座標系の変換処理や隣接画像のつなぎ合わせ処理により､同一平面上で連

続性のある広域画像を生成することができ､画像計測に応用できる可能性が得られた｡

4,今後の課題

広域エリア画像の精度をさらに向上させる方法について検討し､この画像を用いた画像計測システ

ムの開発を行う｡
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高性能厚膜材料の開発とその接合技術に関する研究( 2 )

技術第二科　　所　敏夫

1.日　的

部品･装置等の材料は､使用される環境により耐熱性･耐摩耗性･耐食性･高硬度･靭性等の

特性を同時に持った材料が要求されている｡そこで､高硬度かつ耐摩耗性があるが脆いWC一俵co

と靭性のある鉄系母材との粉末焼結接合により両材質の長所を兼ね備えた厚膜材料を開発するこ

とが目的である｡

2.内　容

( 1 )鉄系母材/中間層(wc一高co)接合技術の検討

WC-低Co/鉄系母材接合では両者の熱膨張差が大きいため剥離等の問題が生じため､層間に熱応

力を緩和する中間層を挿入する必要があるoそこで､母材(SUS316L,S50C,SKDll)とその上のWC-高

Co中間層(WC-100-20%Co)接合を行い､最適な母材と中間層を選定したo

(2)ステンレス/中間層/wc-低co接合技術の検討

母材をSUS316し､厚膜部をWC-2%Coとし､その間にCo量を順次変化させた中間層を挿入し､接令

状況を評価した｡またさらなる応力緩和策として中間層間へのCoの挿入効果も検討した｡

3.結J果

( 1 )鉄系母材/中間層(wc一高co)接合技術の検討

母材とその上の中間層の接合については､同種のろう付け接合強度の2倍程度が必要であると

考え､母材としてSUS316L　中間層としてはwc-40%Coを選定した｡ (接合強度: 330MI'a)

(2)ステンレス/WC一高co接合技術の検討

sUs/中間層/wc-2Co接合において､中間層が単純な組成傾斜のみでは接合は困草であった.

そのため､塑性変形により応力を緩和できるCoを中間層間に挟むことにより接合ができ､厚膜

接合材として十分な硬度(1700HV)が得られたo (図1､図2)

また､中間層間に純coを挿入は､純co層を挟まなくても接合できるSUS/中間層/wc-loco

においても､応力緩和効果があり抗折力が向上できた｡

図1 sos/中間層(含純co)/

WC-2Co接合材の断面組織

lllll s316LTcmwc-axbWCL75Cbwc-2h a 

ll wc一肌WC-1〔)G⊃WC-5G) ー1 

2　　4　　6　　8　10　12　14　16　18　20

SUS31 6L表面からのiE離(mm)

図2　sUS/中間層(含純cc)/WC-2cc接合材の硬度分布

4.今後の方針

地元企業の協力のもと､プリント基盤打ち抜き用ポンチへの実用化模擬試験を行う予定である｡

-32-

特殊鋼の腐食特性( 1 )

技術第二科　　西内廉志

1∴　目的

産業の高度化に伴い､機械部品の使用環境は過酷化されており､ステンレス鋼が使用さ

れる機会が多くなってきている｡ステンレス鋼は他の鋼種と比べ､耐食性が良好であるが､

塩素イオン環境､熱履歴等により耐食性が劣化することがある｡そこで､これらの影響を

調べるため､ SUS304､ SUS403および高硬度材である高珪素二相ステンレス鋼

について種々の熱処理を施し腐食試験(キヤス試験､電気化学的試験)を行った｡

2.内容

(1)オーステナイト系ステンレス鋼SUS 3 04の熱処理(鋭敏化処理､固溶化熱処理)

による腐食の影響について(1 0%シュウ酸エッチ､キヤス腐食試験)

(2)高珪素二相ステンレス鋼の物性および腐食特性について

(3)各種ステンレス鋼のキヤス腐食試験と自然電位測定の相関性について

3.結果

(1) SU~S 3 0 4の熱処理による腐食の影響を調べたところ固溶化温度を上昇させる

ことにより耐食性の向上が得られた｡

(2)キヤス腐食試験結果と自然電位とは概ね相関が得られた｡

(3)高珪素二相ステンレス鋼については析出硬化熱処理によりHRC 5 0程度の硬度

が得られ､耐食性はStJS3 0 4 (鋭敏化材)並みであった｡

4.今後の疎音(今後の方針)

ステンレス鋼の腐食で問題になるのは全面腐食(general　corrosion)ではなく孔食

(pitting)であるo

･孔食電位､隙間腐食､活性･不働態の挙動(分極洲定一電位､電流密度)等の電気化

学的評価の検討
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切削加工支援システムの開発(2)

技術第二科　　大西宏明

1.日的

切削加工はその設定条件によって加工の良否が変化するが､最適な条件設定をするためには異な

る条件による切削実験を多数回繰り返し行う必要があり､またその良否の判断にも切削加工に対

する経験が必要とされるD本研究では切削条件の設定を簡便に行えるようなシステムを構築する

ことを目的とする｡

2.加工状態の良否判別　　　　　　　｢

加速度センサを用いて加工中の工

具振動の測定を行う｡工具振動の

うち切削状態により顕著な差が現

れる周波数成分(今回は150-

300Hz)から切削状態の良否判定を

行う｡

.一一___S｣遁蔓延軌削塵の主星振動_I_-_･._⊆

切り込みJE : 0.2m

送り速度: 0.10mmノrev

切削速度: loon/min
o･03i E　こ　r 1 1 I i

L^]払qLL)A

1　　　2　　　　3

血me Lsec]

1 00　　　200

frequency lHz]

Lt]aSqLO^

流用パソコン

- -:i--=･ :-I--:- _--I
切り込みJL : 1.0m

送り速度: 0.20nun/rev

切削速度: 180血mizl

A.克i　2 ,i

血e 【S∝】

･3　ttZTp言3 LhilsJaLn i(己

1 00　　　200

frequency 【Hz】

工具振動測定の装置構成

3.最適条件の絞り込み実験

初期条件を設定し､その範囲内での切削実験から

中間条件を設定､再実験を行い最適条件への絞り

込みを行った｡二回の実験に要した切削時間は9

0分であるが､メ-カーの推奨条件に近い結果へ

収束している｡同様の手法を他の難削材へ適用す

れば短時間で最適条件の設定が可能である｡

義:加工条件の絞り込み

I>lJl ��剃梯�� �� �� � �� �� �� �� �� �� ��

捷-E5e 竸h顏��r�.-Xj- � �� �� �� ��俛�4ﾙ�2� �� � �� �� ��

-'LJ'HnkjS莞頚 I.,..,S 劔0.2-1.0 劔0.6-1.0 劔��綯�劔0.5 

n',-Hl`T~ー~JJ=孤J'-{^L-正志藷議完 劍���0.10-0.20 劔0.14-0.18 劔����B�劔0.15 l 

■ノー 劔���

写=芳榊沼E-:I-Tr''-揃芯琶 劔100-180 劔120-160 劔��#��劔120 
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高強度材料の切削に関する研究( 2 )

技術第二科　　樋口英司

1.日　的

某削材で一般的なオーステナイト系ステンレス鋼(sUs　304)の加工条件については､平成1 0

年度に実施したが､さらに耐食性･耐摩耗性に強い二相ステンレス鋼や高硬度材の切削条件および

被削材の硬さと工具材種の関係等に関して検討｡中小企業の技術関係者や経営者のみなさんから､

よくこんな話を司にすることがあります｡ 『日常の仕事の中で加工効率を重視すれば工具代が高くな

り､工具代をケチれば納期に遅れ仕事が逃げる｡いずれにしても加工屋は分が悪い｡工具屋に工具

の選定を頼んでも的確な答えは返ってこない｡何とかなりませんか?』これらの要望に応えられる

裏付けデータを得ることと実験の手軽な評価手段を調べる目的から本実験を実施した｡

2.内　容

本研究では､制御因子に①チップ使用度､ ②チップ材種､ ③切削速度､ ④送り量､ ⑤冷却方法､

⑥被削材硬さ､をL 1 8直交義に割付け､実験計画法による実験を行った｡特性値は､電力計を用

いて電力を計り設定切込み量に対する切削量を測定｡被削材の硬さにマッチするチップ材種や設定

切込み量に対して追随性がよく電力量の少ない最適切削条件および実験の評価手段に用いた電力値

の妥当性について調べた｡

-　3.結　果

( 1 )切削加工条件の最適化で重要な基本機能に『使用電力が少なく指示寸法どおりに仕上げられ

ること』があるo　この点を最重点に検討を行ったところ妥当な結果を得たo (使用電力をy､設

定切込み量をMとすれば､ y=βM (β :定数)が理想機能である)このことから電力量が加

工条件設定の有効な評価手段として確認できたo

(2)加工コストを押さえた加工条件設定を行う場合､被削材の硬さに合致したチップ材種の選定

が重要であるG

本実験において､チップ材種に限定したコストについて計算すれば1′′15が妥当なコストであ

る｡ (本研究に使用したチップ材種はCBN : @ 1,950円､被削材に適したチップ材種はセラミ

一身　ツク=@;130円､ 130/1950=1/15)

(3) CBN系チップは水分を嫌う｡研究に用いた冷却方法の中で水分が含まれているものは､セ

ミドライ､ Ai rのように水蒸気状であるが写真1に示すようなキレツを発生したため使用に

際しては注意が必要｡ (メーカ談では発熱性が悪いため､ Alrブロー(除湿)が理想､低速･

大きな切込みを嫌う(周速120- 150m/min､送り0.03- 0.3mm/mill切り込み0.03- 0.5mn)

(4)最適条件で確認実験を行った結果､初期条件に比べて最適条件での電気量が約2 2%減少す

る｡

(5) NC旋盤によるチヤツキング切削では､チヤツキング部分(外周および端面)の捨て加工が

重要｡ (捨て加工がしていないと外周および端面の振れを拾って加工精度や機械精度に悪影響を

およはす)

4.今後の課題(今後の方針)

たくさんのデータが収集できたので､さらにいろんな方向から検討を加えて順次報告したい｡ま

た､金型材について研究を継続する予定である｡
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非破壊による表面硬化処理材の表面硬化居深さの計淵手法に関する研究

(表面処理の硬化居深さ評価システムの開発について)

技術第二科　　井上栄一

1.日的

本研究は､ 2年間で浸炭焼入れされた機械部品の浸炭硬化層深さの非破壊測定を安価かつ高精

度に行えるシステムを構築し､現場における技術移転を計ることを目的としている｡今年度は､

今回は前年度の予備研究を魔まえ､超音波法で生材､浸炭材､浸炭硬化材の3つの部材を測定し､

どの程度の評価が可能かを調査するとともに､実際のシステム開発で用いるG言語での計測器の

制御方法およびスペクトル解析手法等のシステムの基盤となる技術ノウハウの蓄積を行った｡

2.内容く方法)

技術移転時の計測機器選択の汎用性を

考慮し､実験は､図1のようなGPIBによ

る計測システムを考えた｡またシステム

構築の容易性､安価な点を考慮し水浸式

垂直法を､採用して､各供試体における(1)

反射率の差(2)伝搬速度変化(3)パワースペ

クトルの差を調べた｡なおプログラムの

･-- --i-･･-萱~ - =･= I!

開発は､開発効率が高いと言われるG言語

(ナショナルインスツルメンツ製Labview5.1)を用いた｡

3.結果

今回は(1)反射率(2)伝播速度(3)パワースペ

クトルの何れも､各試料間で有意な差が確

認できなかった｡なお､図2は､今回実施

した方法の中で最も有望と考えていたパワ

ースペクトル測定の結果である.

生材

また､ G言語によるプログラム開発につ　No･1

解析評価及び装置制御: G言語LabvleW

図1　実験概念図

浸炭

挿入材
No.2

いては､今回のような超音波信号の評価に　　龍　　一八　　軒　"i-Li`

関係する信号解析ライブラリや計測機器をpCで操作するドライバーが豊富に用意されているた

め､効率的に開発できる反面､新規プログラムの作成では､従来のC言語等で作成するのと同程

度の時間がかかる｡

4.今後の課題

水浸垂直式による方法では計測自体が困難であるため､計測システムは複雑になるが､今後は

表面波や漏洩表面波法等を応用した計測手法を検討し､ GPIB以外の機器での制御も検討するo
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地域産業におけるデザイン創作支援

能萱川支所　　小谷　麻理

1.日的

デザインに関する情報提供や設備活用指導､創作支援等を行う事で､企業や担当者の製品開発

に対する企画力や創造性､提案力の育成を図る｡クリエイティブな企業や人材を育成する事によ

り継続性のある製品開発や将来性､新規性のある提案型の生産活動を支援する｡

2.内容

①デザイン創作システムによるデザイン創作研究と活用指導

②デザインに関する情報収集

③デザイン創作､検討室の整備と開放

④クリエイティブな企業や人材の育成

3.結果

①展示会用パネルやコンセプトマップ等を､視覚的効果や手法を取り入れ､様々な技法で作成し､

プレゼンテーションの必要性と効果､デザイン創作システムの活用を奨励した｡

･研修生の受け入れ､短期技術指導

･デザイン画の作成(一部全国公設試験研究機関巡回デザイン展に出展)

･立体感(シボ感)のある織物シュミレーションの作成

②企業に有効と思われるデザインに関する情報を収集し､企業へのアイデア提案や指導に活用し

た｡

③充実した資料やデザイン作成用異等を整備し､企画､デザイン担当者の創造性を高める場の提

供と､担当者の情報交換の場としても提供した｡

④勉強会や､検討会､異業種､他産地との情報交換を行い､新たな企画や提案を行うと共に､コ

ーディネイトできる人材を育成した｡

4.今後の殊題

多様化するデザインと速効性が求められる企業に対して､企業内に留まらず広範囲な人材交流､

育成､協力とこれらをコーディネイトする必要があるoまた､製品のみならずデザインの必要性は

個々の企業により､その内容､レベル､担当者等すべて異なる状況において､企業自らがデザイン

の必要性を理解し､デザイン活動を行いやすい状況になるようサポートする必要があるo
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絹素材の複合化による織物試作

技術第一科　　　中川貞夫

鹿取巻寿

1.日　的

長浜産地製品のちりめんは女性用フォーマル商品が主力であるが､着尺に拘らず今後は絹の

特性を活かした幅広い商品開発をすすめる必要があり､今回正絹にこだわることなく新たな付

加価値を付与した新商品開発を目的に､衣料分野および非衣料分野への応用を視野に入れた織

物開発を行った｡

2.内　容

①野蚕糸を併用した着尺地､帯地､ショール地

②意匠撚糸技術を利用した着尺地

③ドピー組織を応用した着尺地

旬東雲技術を活かした着尺地

3.結　果

･くり繭の特性を付加し､ナチュラルなカジュアル性の高い着尺の開発ができた｡また､織

物設計を考慮することによりハリのある帯地の開発ができた｡

･野蚕と家蚕の混紡糸の特性を生かしたカジュアル着尺やソフトで軽量なショール地向けの

製品が開発できた｡

③ドビ一組織を応用し､たてスジ防止効果とリバーシブル効果のある着尺地が開発できたo

④変り三越ちりめんの平糸を東雲技術を活用することにより､従来にないシボ形状を看する

変りちりめんが開発できたo

⑤意匠撚糸を活用した着尺においては際だった効果が得られず､今後さらに検討したい｡

4.さいごに

これらの試作開発した試作織物は､新製品開発のシーズとして関係企業に技術普及講習会や

日常の技術指導を通じて普及を図る｡また､試作品の一部は企業指導において平成1 1年1 0

月7日から2日間､京都市産業会館で開催された｢自生地求評会｣にも出品され評価を得た｡
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高付加価値ちぢみ製品の試作

高島支所　　木村忠義

1日的

ちぢみ製品(高島クレープ)は､ヨコ糸に強撚糸を織り込み表面にシポの凹凸を特徴としている｡

ヨコ方向の収縮率は一般に1 0. 0%～20. 0%前後あり､アウター用のテキスタイル製品開発を

行うためには､収縮性の改善が重要であり試験を行った｡

2　内容

市場性のあるカジュアル･ウェアーの開発を行うためには収縮性を改善した付加価値の高い機能が

必要である｡このため､ヨコ糸にコンニャク加工糸を使用したり､製品を形態安定仕上加工して収縮

性等の改善を図った｡

瀞試料1コンニャク加工綿糸40番手の糸にコンニャク糊加工を施し､ 60 0t/mの追撚を施してヨコ糸とした｡製織

は定番品(40/40)の規格と同一条件とし､精練仕上げ加工も定番品と同一にしたo

試料2

精練仕上げ加工を行った定番品について形態安定加工を施した｡

3　結果

3-1　収縮性

コンニャク加工を行った製品についてはヨコ方向の収縮率が1 5%から4. 5%に､タテ方向につ

いては3. 3%から1. 1%に改善された｡

形態安定加工した製品についてはヨコ方向が15%から4. 4%に､タテ方向は3. 3%が1. 3

%に改善された｡

3-2　染色性

卓　イ‥.トit

試料の(5)定番製品(40/40)の形態安定化仕上げ加工品(555)の場合､明度が低く､色はやや

濃くあらわれている｡

ロ)捺染(インクジェットプリント)

デザイン･柄の豊富な多様性のあるインクジェットプリント法により染色した｡全体の試料におい

て良好に染色された｡

3-3　日度

試料の(5)定番製品(40/40)の形態安定化仕上げ加工品(555)の場合､加工後の白きは白度が

高い｡

4　課題〔今後の開発予定〕

綿ちぢみ織物の天然素材としての特徴を活かし､形態安定性(収縮性)の向上や光沢性､染色性､

さらに水分特性等について実用的で高級なカジュアル製品の開発を図り企業の普及に努める｡
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N EWシポの(強撚糸織物)開発とそれを利用した製品開発

能萱川支所　　山下圭和･小谷廃理

1.日的

従来､軽重に強撚糸を使用し､規則性のあるシボや墜染めによるデザイン的な工夫しかされていな

い強撚糸織物を､低コストで高付加価値な製品とするため､本研究においては､残糸､収縮糸､弾性

糸等を利用したNewシボの開発を実施した｡

2.内容

従来のシボ形状に拘らないシボ感覚と色彩効果を利用したNEWシポ織物を開発した｡

①収縮糸､弾性糸を利用した織物

･シボの大きさを変化させた織物

･多重織りによる立体感のある織物

②残糸と､色彩効果を利用した織物

･デザイン創作システムによるシボ感のある織物シュミレーションの作成

･色彩効果を利用した､糸加工と配色(縞割)

3.結果

①収縮糸や弾性糸と組織の変化から容易にランダムなシボ形状を得る事ができた｡

②安価で迅速な織物の製造が提案できるo

③色彩効果(糸加工､配色)により､重みのある織物ができた｡

④残糸の有効な活用方法を検討した｡

4.今後の評題

織物の色彩効果

強撚糸以外のシボ織物の設計
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6.人材育成事業

6. 1研究成果普及講習会
種別 佇�?｢�内容 ��ｨ�韃����ﾈ蹴�

技術普及講習会 免ﾂ��b�1.技術普及講習会 亰ｨ���bﾙ{��

･研究発表会 宙懌��･循環型社会をめざす体制づくり ��ykﾂ�

㈱けいはんな相馬薫 

2.研究発表会 

･捨て耳による水質浄化 

専門員吉田克己 

主任技師谷村泰宏 

tNP除去に関する研究 

主任技師谷村泰宏 

･立体織物の開発(Ⅱ) 

新産業振興課専門員浦島開 

専門員吉田克己 

･汎用性吸水材料の開発研究 

主任技師三宅肇 

･ポリオレフィン材料の環境劣化とモルフォロジ 

一に関する研究 

係長宮川栄一 

研究発表会 免ﾂ��r�･リン除去に関する研究 僞ﾉ6��ﾈ辷��

(水) 偃Xﾛ亥(岑����9名 

･地域産業におけるデザイン創作研究 

主任技師小谷麻理 

･Newシボの開発に関する研究 

主査山下重和 

主任技師小谷麻理 

･汎用性吸水材料の開発研究 

主任技師三宅肇 

･生物活性を用いた高分子材料の開発研究 

技師脇坂博之 

･ポ1)オレフィン材料の環境劣化とモルフォロジ 

一に関する研究 

係長宮川栄一 

研究発表会 ����ﾃ���･捨て耳による水質浄化 俘)8x辷��

(木) ��ｩnYT�ｶy68ﾘ靂��7名 

主任技師谷村泰宏 

･NP除去に関する研究 

主任技師谷村泰宏 

･リン除去に関する研究 

主査山下重和 
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･立体練物の開発(Ⅱ) ��

新産業振興課専門員浦島開 

専門員吉田克己 

･よし苗植裁俄維資材の開発研究 

新産業振興課専門員浦島開 
･Newシボの開発に関する研究 

主査山下重和 

主任技師小谷麻理 

研究発表会.技 免ﾂ����1.平成10年度研究成果発表会 亰ｨ���i?�怩�

術普及講習会 宙ｾ���･キヤt.チ-シヨン効果を利用した水処理技術の研究 �#�kﾂ�

副係長阿部弘幸 
･金属製晶の検査精度の向上に関する研究 

専門員川崎雅生 
･自動遠隔制御技術の開発に関する研究 

主査樫井淳 
･高性能厚原材料の開発とその接合技術に関する 

研究主任技師所敏夫 
･球状黒鉛鋳鉄の組織制御に関する研究 

科長西内庚志 
･切削加工支援システムの開発研究 

技師大西宏明 
･高強度材料の切削に関する研究 

専門員樋口英司 
･非破湊による表面硬化処理材の表面硬化層深さ 

の計測手法に関する研究-浸炭焼人材(予備研 

究)主査井上栄一 

2.技術普及講習会 

｢機械材料の磨耗対策について｣ 

大阪府立大学工学部川本借 

工業技術総合セ ����ﾃ#��･金属製晶の検査精度の向上に関する研究 亰ｨ���i?�怩�

ンクー.東北部 宙ﾈ竰�専門員川崎雅生 �3Ikﾂ�

工業技術センタ 勍フローテイングプランターの開発研究 

一合同研究成果 剋蜚C技師谷村泰宏 

発表会 勍キ十と◆テ-シヨン効果を利用した水処理技術の研究 

副係長阿部弘幸 
･高性能厚膜材料の開発とその接合技術に関する研 

究主任技師所敏夫 
･廃セリシンを利用した高分子材料の作成 

主任技師三宅肇 

技術普及講習会 ���#��1.技術普及講習会 亰ｨ���bﾙ{��

･機器利用講習 宙ｾ���･プラスチックリサイクルの現状 �#Ykﾂ��Ykﾂ�

A つて �(社)プラスチック処理促進協会横田克己 

2.機器利用講習会 

･プラスチック成形システムの梯能と取り扱い 

㈱東洋精機製作所細田寿徳 

技術講習会 ���#B�企業内LANの実践 俘)8x辷��

･構内LANの接続 免����

滋賀県技術アドバイザー丸直樹 

1/26 舒仂i>�ﾄ��,ﾈ�����高島支所 

･リモートアクセス 等kﾂ�

滋賀県技術アドバイザー丸直樹 

2/2 舒仂i>�ﾄ��,ﾈ�����高島支所 

･情報の共有化 等kﾂ�

滋賀県技術アドバイザー丸直樹 

月日 �>�vR�場所.参加人員 

機 器 刺 用 請 習 A コ三 途�"�GC/MSの原理と実習 亰ｨ���i?�怩�

㈱島津製作所武田賢治 添kﾂ�

7/13 ��hﾛ�7h8ﾘ�ｸ7Yy駅�ﾗX�橙�技術第二科 

セイコーインスツルメンツ㈱山岡武博 ��9kﾂ�

7/6 �4�Yy駅�ﾗX�橙�技術第二科 

サイバネットシステム㈱井上俊明 悼kﾂ�

8/25 �2ﾔﾔ�Iy駅�ﾗX�橙�技術第二科 

長漸産業㈱風間聡 妬kﾂ�

ll/10 倅��9�ｩ.旭ﾙy駅�ﾗX�橙�技術第二科 
′ヽ′ ll/ll �ｨ7�686x8�6饐8ﾏXｫ��10名 

10/21 佗XﾏXuﾙ�ﾉZｩ�ﾙ�Y'Yy駅�ﾗX�橙�技術第二科 

日本電子データム㈱松野賢吉 悼kﾂ�

1/21 ��8-�+�-ﾙ�ｩ.��Y'Yy駅�ﾗX�橙�技術第二科 

㈱共和電業藤山正直 等kﾂ�

1/18 �4Tﾒ蜑�ﾈ7ﾘ484�8ﾘ4�6�8�485X�ｸ,ﾈｴ�Eﾈ,h竧騎�技術第-料 

㈱日立サイエンスシステムズ坪井秀樹 免����

エダックスジャパン㈱田原博雅 

3/10 ��8齷:�5H987h8ｹ�霹��,ﾈ竧.�X*"�高島支所 

㈲スズキワ-パー田中伸治 妬kﾂ�

3/15 俑ﾈﾘx4ｸ5�:x暹zi�ｩ.��Y'X,ﾈｴ�Eﾈ,h竧.�X*"�技術第-料 

ジーエルサイエンス㈱河尻浩司 妬kﾂ�



6. 2　研修生及び実習生の受入

6. 2. 1　学外実習生

氏名 ��Xｧykﾂ�実習内容 弍ｨｭB�

上野太士 几I$ｩ�X鬩6H���饑�ｧx怩�監視カメラの制御プログラム(C言 陪ﾆﾂ繧�#2�

請)の作成 ���偵���

宮崎清和 几I$ｩ�Xｧxｴ�､(5h5�6X8�ﾔ逢x怩�樹脂流動解析による成型品の評価と 陪ﾆﾂ繧�#2�

その基本操作 ���偵���

6. 2. 2　一般研究生

氏名 舒仂ikﾂ�研究テーマ 弍ｨｭB�

野田和裕 �4�985ｸx｢�走査型プローブ顕微鏡による薄膜の 陪ﾆﾂ繧��r�

梨木智剛 剳]価技術 ����"�#��

田中聴 �ｩ�I�Xﾘxｾ��ｸﾞﾈ��流体解析によるバタフライ弁の設計 陪ﾆﾂ纈���

技術 ���偵3��

藤田幸男 �ｩ�I�Xﾘxｾ��ｸﾞﾈ��強度解析によるバタフライ弁の設計 陪ﾃ�貳ﾂ�#��

口中聴 刹Z術 ����"��2�

小俣弥生 俾�棹ﾊyzy�Xｧxｬ(ｺｸ怦ｧyYB�湖底堆積物の元素測定 陪ﾃ���"����ﾓ�"�2�3��

藤田幸男 �ｩ�I�Xﾘxｾ��ｸﾞﾈ��流体解析による空気弁の動作解析 買�"�2��2�ﾓ�"�2��r�

筑摩真美 �ﾘﾞ��IZ�｢�デザイン創作システム操作 ��S�"�"��B�ﾒﾓ�"�2��2�
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7.産学官連携技術交流研究会

研究会 佇�?｢�内容 ��ｨ�韃����ﾈ蹴�

金属材料研究会 唐�2�･高珪素二相ステンレス鋼の特性と用途 亰ｨ���i?�怩�

日本シリコイ工業㈱清水孝鼻 ��)kﾂ�

10/21 唸僣7H8ｨ�ｸ,ﾘ/�+�,ﾈ､ｩJﾒ�技術第二科 

滋賀県立大学工学部菊池潮美 ��9kﾂ�

3/22 唳[)ii�ﾈﾅ陷�ﾔ�7h8ﾘ5ｨ5�,ﾈﾘ)7�ｸ,�.h.俘)�ｹEﾉZ�ﾘxﾝ��技術第二科 

料の開発とその接合技術について �3冖ﾂ�

名古屋工業技術研究所松本幸宏 
･最近の表面硬化技術の動向 

関西大学工学部赤松勝也 

情報通信研究会 度�ﾃb�･構造解析技術｢CAE解析講習会｣ 亰ｨ���i?�怩�

･流体解析技術の紹介 ��9kﾂ�

サイバネットシステム(樵)井上俊明 

12/14 ��ｹzﾉ�ﾈ���ﾘｵｨ��$4�X���ﾘ5h5�6X8�2�技術第二科 

サイバネットシステム(秩)花泰寅 ���kﾂ�

計測システム研究 途���･放射温度計の原理と応用 俾�棹ﾊyzy�Xｧr�

A つて 勍機器騒音及び振動計測の原理 �#冖ﾂ�

･産学交流研究センター見学 

大阪大学大学院工学研究所阪上陸英 

松下インターテクノ(秩)石川正臣 

滋賀県立大学工学部.三好良夫 

10/4 唸uﾙ�ﾈ�9z�駢�,ﾈﾋIyﾘ,h+ｸ,ﾈ咎w��滋賀県立大学 

･X線分析顛微鏡の原理とその応用 ��ikﾂ�

理学電機㈱久保富活 

㈱堀場製作所石川純代 

荘賀県立大学工学部三好良夫 

-45-



研究会月日 剴燉e ��ｨ�韃����ﾈ蹴�i-き 1'J_已 ･.トニ ~忘 -.学 _守 識 -〉l}J Lて~-kl. LIS- jLや 一号_.i ー漂 .増 -.Jて {領. Y7. --義 -;二'3< L1-もL: ;i茅 逮 ='至.キ ー成 ･■tL :.ござL :選 一ヰて -/{モ 侈Hｸh檍ﾈ�?｢�劔内容 ��ｨ�韃����ﾈ蹴�

計測システム.高 ���#R�･産学交流センターの化学応用計測システムについて 从8棹ﾊyzy�Xｧr���8,R�ﾈ���毒��ｨ�8ﾈ��ｲ��{2�ｸ鵑｣ｲ�ｧﾗ�+ｲ�蔦I^ｲ��蓼磁�-R���sｨﾖ��+wB�Cﾘ,R�｣ｦ�����x5┐ﾂ�fHｶ2�ｲ��ｲ��ﾒ�"�羞�-R�守一 ち Li/:I 剏ｼ維資材研究会 �2��｢繊維資材(産業資材)の将来展望｣ 俘)8x辷��

分子材料合同研究 勍フーリエ変換赤外分光の原理と応用 ��ikﾂ�劔剞A嶋宏元(繊維) �#9kﾂ�

A ココこ 勍高速液体クロマトグラフの原理と応用 拡賀県立大学工学部三好良夫 日本分光(樵)赤尾賢一 坊ノ下雅夫 劔劔｢住宅.建設業界で使われる繊維資材｣ 野瀬孝臣(住宅.蘇) ｢装置工業における絃維資材｣ 今川博之(化学) ｢包装.食品分野に使われる繊維資材｣ 玉井紀行(食品) 

高分子材料研究会 澱����･射出成型技術の動向と成型不良対策について 亰ｨ���i?�怩�

滋賀県地域活性アドバイザー綾井英二 ��ikﾂ�劔劼環境面から要求される繊維資材｣ 山下等(環境) 

3/28 ��c(��ﾘ)Zｨ��ﾝ驅�Hｸh橙�技術第二科 劔�6h5X4898ﾊHｸh橙�3ノ′28 �(6h5X4898,ﾉtﾈﾏ葵駅�,�,(*(,J2�高島支所 

･ユーザーのための塗料.塗装に蘭する諸問題 (財)塗料検査協会小早川務 都ykﾂ�劔刧椛�ｺデザイン研究所沢村昌慶 悼kﾂ�

加工技術研究会 途�#��･NC工作機械の精度管理技術 ･H12年度切削加工技術の研究について レニショー㈱松永三郎 亰ｨ���i?�怩��)kﾂ�劔リサイクル相談会 澱�3��㈱けいはんな新技術コザイネ一夕相馬勲 亰ｨ���bﾙ{��)6ﾒ�

二不実,I 義-=を∴ 三詣こ.L// ･三g.二二 窃~-:I- 劔7/30 �ｨ*�*(,ﾘ/�,��hｵｨ��5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｩF霪ﾒ�技術第二科 2社 

ll/26 唸6�8�49�萎ﾘ,ﾈﾋｸ�8,h5ｨ7�6�8�48��ﾔ扱ｨ���T���D�7��萎ﾘ��ﾔ扱ｨ��,ﾈﾊHｸi_�ﾙ��X5ｨ7�6�8�48��ﾔ愛�Hｹ�ｸ5h5�6X8�,ﾈﾊ乂r�Y�68ﾏ�更xｩ+y8x�譴�技術第二科 12名 

≒Lji 等キーき き: 鮎..A �? �7/27 �ｨ*�*(,ﾘ/�,��hｵｨ��5(5X486ﾈ自uｹ�ｩF霪ﾒ�技術第二科 2社 

3/14 唸5(5�6x5�4X98,h68�ｸ8ｨ984�ｨ����X諸���斡�xｨｷi]ｸ��k��技術第二科 11名 剌�. S-■..i 劔9/29 �ｨ*�*(,ﾘ/�,��hｵｨ��5(5X486ﾈ自uｹ�ｩF霪ﾒ�能登川支所 2社 

十 ���10/1 �ｨ*�*(,ﾘ/�,��hｵｨ��5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｩF霪ﾒ�高島支所 3社 

環境材料分科会 澱�#B�｢ダイニック㈱での環境対応について｣ ダイニック㈱工場長上村乾二 〝TPM推進課長中村雅彦 �5�486ｨ6(4閂｢��冖ﾂ���

宗､こ ち､ 劍8ｨ5H484�8ｸ����ｲ�ll/19 �7h8�5�6�6(4��ﾈﾆ�5h5�6X8�,�,(*(,J2�技術第-料 

〝施設課長吉田宋雄 劔剏､究会 刹Z術第-科係長宮川栄一 有機系廃棄物の再資源化研究 北陸先端科学技術大学院大学助教授新田晃平 添6ﾒ�

ll/10 �(8H987ﾘ�ｸ,ﾈｬ(ｺｹ]ｹ�8ｨ�:�,�,(*(,J2�サンオクト㈱ 决I'_tLt 剌¥㌧,-∴ 穀<き告 

汎用鞍事業本部総務部安全環境推進課長山崎鼻 ｢サンオクト㈱での環境-の取り組み｣ ST事業部長小林伸夫 ���kﾂ�劔剌侮闥�J久之 

二.一､ ,1ノJ 剪ﾓCrﾒ�
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7. 1　金属材料研究会

鉄鋼･非鉄金属材料､焼結材料等の機械材料を有効に活用する目的に､金属材料の材料特性､評価技術等､

さらに熱処理､腐食防食技術の基礎知識についての講習会を行った｡また､応用事例､情報交換等により生産

現場の技術問題の相談に応じている.

0第一回研究会

日　時:平成11年8月3日(火)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者:12名

内　容:(D高珪素二相ステンレス錦の特性と用途

日本シリコロイ工業(樵)　清水　高貴

②研究紹介　放電プラズマ焼結による高硬度材料の開発

東北部工業技術センター　　所　敏夫

③情報交換

〇第二回研究会

日　時:平成11年10月21日(木)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 13名

内　容:①鉛フリーはんだの開発

敦賀県立大学工学部　　菊池　潮美

②蛍光Ⅹ線分析装置について

日本電子データム㈱　　松野　賢吉

〇第三回研究会

日　時:平成12年3月22日(水)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者:39名

内　容: ①粉末成形加工プロセスの高度化による高性能複合材料の開発とその接合技術について

名古屋工業技術研究所　　松本　幸宏

②最近の表面硬化技術の動向

関西大学工学部　　　　　赤松　勝也

③今後の研究会活動について

7. 2　高分子材料研究会

プラスチック､ゴム等の高分子材料の特性､選定方法などの基礎知識を習得し､利用範囲の拡大､クレーム

処理に対応できる技術力を身につける目的で活動している｡

〇第一回研究会

日　時:平成11年6月18日(金)

番　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 16名

内　容; ①射出成形技術の動向と成形不良対策

泣賀県地域活性化アドバイザー　　綾井　英二

(診情報交換
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〇第二回研究会(計測システムとの合同研究会)

日　時:平成12年1月25日(火)

場　所;滋賀県立大学　産学共同研究センター　産学研究交流室

参加者: 15名

内　容: ①産学共同研究センターの化学応用システムについて

滋賀県立大学工学部　　三好　良夫

②フーリエ変換赤外分光光度計の原理とその応用

日本分光㈱　　　赤尾　賢一

②高速液体クロマトグラフの原理とその応用

日本分光㈱　　　坊ノ下雅夫

〇第三回研究会

日　時:平成12年3月28日(火)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者:45名

内　容:①ユーザーのための塗料･塗装に関する諸問題

(財)塗料検査協会　　小早川　務

②情報交換

○環境材料分科会

省資源,省エネルギー,リサイクル,廃棄物の減量化,ゼロエミッション化など,寮費への負荷低減活動を

積極的に取り組んでおられる企業から,使用材料を対象とした霧境-の取り組みの実績や体政談の報告や紹介

を中心的に活動している｡

○第-回分科会

日　時:平成11年6月18日(木)

番　所:ダイニック株式会社滋賀工歩　研修室

参加者:19名

内　容:①工畢概要

②T PM活動概要

③ISO14001活動概要

④工場見学

ダイニック㈱　工番長　　　　上村乾ニ

ダイニック㈱　TP噸長　中村雅彦

ダイニック㈱　施設課長　　　吉田東経

〇第二回分科会

日　時:平成11年11月10日(水)

巷　所:サンオクト株式会社

参加者: lo宅

内　容: ①ヤンマーディーゼル㈱の衆境保全活動について｣

汎用機事業本部総務部安全環境推進課　山崎　鼻

②サンオクト㈱乗車-の取り組み

サンオクト㈱ST事業部　小林　伸夫

③サンオクト㈱工場見学

-49-



7. 3.情報通信研究会

情報化時代を迎えコンピュータ利用技術は不可欠となってきた｡インターネット､画像処理などの各種のコ

ンピュータ利用技術の研究事例､活用事例の紹介を通じて理解を深めるとともに､企業活動や生産現場-の適

用を図る目的で活動している｡

〇第一回研究会

日　時:平成11年7月6日(火)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 13名

内　容:①構造解析技術｢CAE解析システム｣

サイバネットシステム㈱　井上　俊明

②情報交換

〇第二回研究会

日　時:平成11年12月14日(火)

番　所.･東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 11名

内　容: ①流体解析技術について

サイバネットシステム㈱　　羅　泰寅

②情報交換

7. 4　計測システム研究会

計測技術の向上を目的として精密測定､センサ技術､各種物理計測技術等のキーワードのもと講習会等の活

動を行います｡計測技術に対して理解を深めるとともに､参加企業の技術者に役立つ技術の提供の場として各

種事業を行います｡

〇第一回研究会

日　時:平成11年7月1日(木)

場　所:泣賀県立大学　産学共同研究センター　産学研究交流室

参加者: 29名

内　容: ①産学共同研究センターにおける計測システムについて

泣賀県立大学工学部　　三好　良夫

②放射温度計測の原理とその応用

大阪大学大学院工学研究科　阪上　陸英

③機器騒音及び振動計測の原理とその応用

松下インターテクノ㈱　　石川　正臣

④産学共同研究センター見学

〇第二回研究会

日　時:平成11年10月4日(月)

場　所:駐賀県立大学　産学共同研究センター　産学研究交流室

参加者: 16名

内　容: ①Ⅹ線応用計測システムにおける適用事例

滋賀県立大学工学部　　三好　良夫

-50-

②Ⅹ線残留応力の原理とその応用

理学電機㈱　大阪分析センター　久保　富括

③Ⅹ線分析顕微鏡の原理とその応用

㈱堀場製作所　分析センター　石川　紙代

〇第三回研究会(高分子材料研究会との合同研究会)

日　時:平成12年1月25日(火)

場　所:泣賀県立大学　産学共同研究センター　産学研究交流室

参加者: 15名

内　容:第二回高分子材料研究会と同じ

7. 5　加工技術研究会

金属材料関係の加工技術の向上と日常の加工現場における問題解決を目的として､会員相互の情報交換や技

術講習会等の活動を行い参加会員の技術レベルアップを主眼に活動しているo

O第-回研究会

目　時:平成11年7月28日(水)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 12名

内　容:①研究紹介　切削加工技術に関する研究

東北部工業技術センター　大西　宏明

②N C工作機械の精度管理技術

レニショー㈱　　松永　三郎

③情報交換

〇第二回研究会

日　時:平成11年11月26日(金)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 12名

内　容:①セミドライ加工技術

福田交易㈱　　長嶋　勝史

②研究紹介　切削加工技術に関する研究

③情報交換

〇第三回研究会

日　時:平成12年3月14日(火)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 11名

内　容:①コストダウンとツーリング技術

大昭和精機㈱　久保田　治明

②情報交換
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8.調査
8. 1　彦根バルブ動向調査

8企業　2回/年　実施

8. 2　中小企業設備近代化資金診断調査

1企業実施

8. 3　設備稜械貸与に係る調査

4企業実施

8. 4　地域産業の工業技術ニーズに関する調査

技術ニーズ調査に伴う企業訪問　　2 3社

9.情報提侯

9. 1　出版物

9. 1. 1　技術情報誌｢テクノニュース｣

当センターの事業案内や研究成果概要､および技術情報の提供のため｢テクノニュース｣として発行し､県

業と関連団体に配布した｡

発行:年3回､ 1回の発行部数1400部

9. 1. 2　業務報告

平成1 0年度の業務の内容および研究の成果等について｢平成1 0年度業務報告書｣を発行し､

や全国の公設試験研究機関に配布した｡

発行:年1回､ 1回の発行部数　400部

9. 1, 2　研究報告

平成1 0年度の研究成果をまとめて｢平成1 0年度研究報告書｣を発行し､県内の行政棟関や全国の公設試験

究機関に配布した｡

研究成果の技術移転や普及を促進するため研究成果の要約を掲載した｢平成1 0年度研究概要書｣作成し､

会､技術交流会をとおして県内企業に配布したo

｢平成10年度研究報告書｣:発行部数　750部

｢平成10年度研究概要書｣ :発行部数1500部
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9. 2　インターネット

インターネット上に滋賀県東北部工業技術センターのホームページを作成し､業務案内や研究概要､各種行事案

などの情報を提供した｡

0.特許及び実用新案の状況
特　許

発明の名称:植生用カバー及び植生マット及び植生方法

発　明　者:浦　島　　開(東北部工業技術センター職員)

他3名(職員外)

出　願　人:滋賀県および(有)西村絃布工場の共同

出　願　日:平成11年3月19日

○実用新案登録

考案の名称:バタフライ弁

考　案　者:宮　川　栄　一

出　廟　人:滋賀県

出　席　日:平成6年8月4日

1.学会･研究会への発表
1. 1　学会誌への投稿

表テーマ: Influence of Molecular Aggregation State on Therznaland OpticalDegradation for Polymer Film.2.

Stress･Strain CWVefor Low DensityPolyethylene Films.

稚　者: Ak血Tanaka, Tokuo Nakai, Eiichi Miyagawa, Koh-Lei Nitta, md Hisay止i Nbkatani

表誌名: Reports on Progress in Polymer Physics in Japan

表テ-マ= Innuenoe of Molecular Aggregation St軸on Themlal and OpticalDegradation for Polymer Film.3.

RbeologiCalProperties of Thermal and (ヰtical工kgraded for Low DensityPolye也ylene.

構　者: Akira Ta泌, Hiromitsu Uno, Mitsunobu Kitamura,弧d Eiichi Miyagawa

誌名.･ Reports on Progress in Polymer Physics in Jap皿

表テーマ: Tensile Properdes of Wet Cellulose

構　看: HajimeMiyake

表誌名　‥ polymer Jotml, Vol.32, p29, (2000)
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1 1. 2　学会等発表

発表テーマ:ポリオレフィン材料の劣化解析技術と環境応答機能に関する研究

発表研究会:工業技術連絡会議資源環境連合部会近艶地方部会第11回研究会発表

場　　　所:奈良県工業技術センター

日　　　時: 2000.2,16

発　表　者:宮川栄一

発表テーマ:光･熱劣化に及ぼすLDPEフイルムの分子凝集状態の影響

一光･熱劣化LDPEフイルムの力学的性質I

発表学会:第48回高分子学会年次大会

場　　所:京都国際会館

日　　時: 1999.5.28

発表者:田中略,中井督夫, ○宮川栄一,新田晃平,中谷久之

発表テーマ:光･熱劣化に及ぼすLDPEフイルムの分子凝集状態の影響

一光･熱劣化LDPEルトの吋吋◆-的性質一

発表学会:第48回高分子学会年次大会

場　　所:京都国際会館

日　　時: 1999.5.28

発表者:田中暗,宇野紘充,来田村安倍, ○宮川栄一

発表テーマ: Tensile Properties of Wet Cellulose

発表学会: htemational Conference on Advanced Fiber Matenals in Japan

場　所: ShinshuUniverstey

日　　時: 1999.】0.3-5

発表者: HjimeMiyake

12.職員の研修

中小企業大学校への派遣

研修コス 弍ｨｭB�派遣著名 

中小企業施策担当者研修1週間コース 免ﾂ紕��椿ﾆﾂ紕�#2�樫井淳 

｢中小企業の戦力的物づくり-の特許技術の活用｣ 

中小企業技術指導員研修3ケ月コース 免ﾂ絣�8�ｸ������"ﾃ�b�宮川栄一 

l｢環境適合技術研究支援｣ 
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平成11年度　業務報告書

発　行　日:平成12年11月

編集兼発行二滋賀県東北部工業技術センター

繊維･有機環境材料担当(旧柁術第-料)

〒526-0024　長浜市三ツ失元町27-39

TEL 0749-62-1492　FAX 0749-62-】450

粍械電子･金属材料担当(旧技術第二科)

〒522-0037　彦根市岡町52

TEL O74912212325　FAX 0749-26-1779

能登川支所
〒521-1213　神崎郡能登川町神郷1076-1

TEL 0748-42-0017　FAX 0748-42-6983

高島支所
〒520-1522　高島郡新旭町新庄487-1

TEL 0740-25-2143　FAX 0740-25-3799


